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大畑多津雄（S52  理  ）（神奈川茗渓会会　長）
望月　正大（S51  理  ）（　　  同 　　副会長）
林　　　忠（S58第1自）

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

〒243－0292  神奈川県厚木市下荻野1030
TEL.046－291－3002　URL:https://www.kait.jp/

■工学部 機械工学科  機械工学コース
機械工学科  航空宇宙学コース
電気電子情報工学科
応用化学科

■創造工学部 自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科  応用バイオコース
応用バイオ科学科  生命科学コース

■情報学部 情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

■健康医療科学部 看護学科（看護師・保健師養成課程）
管理栄養学科（管理栄養士養成課程）
臨床工学科（臨床工学技士養成課程）

教職センター
I R 室
公務員対策室

桜美林学園 理事長・小池 一夫
学長 畑山 浩昭
入学部相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群
航空・マネジメント学群
教育探求科学群（2023年４月開設予定）
※設置準備構想中
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一般社団法人 茗渓会 「追悼のつどい」

追
悼
の
つ
ど
い

令
和
３
年
11
月
23
日（
火
）

於
：
茗
渓
会
館

（P.7〜8参照）

遺影祭壇

（P.19 参照）

茗
渓
創
基
１
５
０
年
記
念

　
　
　
　
高
額
寄
付
者
銘
板

（
茗
渓
会
館
５
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••



2

令和３年度 茗渓会賞
芸術部門優秀者

大森  春歌さん
（芸術学専攻　芸術支援コース）

推薦者　吉田  奈穂子先生

【子ども向け造形ワークショップの 
運営と今後の展望】

推薦者　齋藤  敏寿先生

藤田  悠希さん
（構成専攻クラフト領域）

【屋　彩】

最上  健さん（彫塑）

推薦者　宮坂  慎司先生

【進化と朽滅】
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令和⚓年度 茗渓会賞 (大学院修了者)受賞者 (順不同)

研究科･学術院 課 程 専攻・プログラム 氏 名 活動の名称
人 文 社 会
ビ ジ ネ ス
科学学術院

博士前期課程 国際公共政策学位プログラム Aye Chan Oo 非常事態下でのミャンマー政党および政治家に対する調査

専門職学位課程 国際経営プロフェッショナ
ル専攻 福井 幹浩 金融産業ネットワーク の構築への貢献

人 文 社 会
科学研究科 博士後期課程 現代語・現代文化専攻 前田 啓貴 高校生向け大規模英語テストの妥当性研究による英語教育分野の

顕著な貢献

ビ ジ ネ ス
科学研究科

博士後期課程 企業科学専攻 システム
ズ・マネジメントコース 石橋 敬介 マーケティングのデータサイエンス分野の研究への顕著な貢献

博士後期課程 企業科学専攻 企業法コース 戸本 幸亮 金融商品取引法分野での顕著な学修成果
博士前期課程 経営システム科学専攻 佐久間 俊平 不動産分野の研究における顕著な学修成果

理 工 情 報
生命学術院

博士前期課程 山岳科学学位プログラム 小井土 凜々子 ツキノワグマ保護管理研究の推進および社会普及活動
博士前期課程

生物資源科学
学位プログラム

栁田 美里 中学ならびに高等学校生に対する研究紹介ならびに実験指導
博士前期課程 神﨑 倫太郎 生物資源分野におけるオンライン中継及び広報活動への貢献

博士前期課程 ALAWI ASEEL
WALEED 日本で生まれ育った外国人女子中高生への支援活動等

博士前期課程 齊藤 悠香 つくば市・筑波大学主催のリケジョサイエンスフォーラムにおけ
る研究内容の紹介活動

博士前期課程 サービス工学学位プログラム 幸坂 麻琴 北海道過疎地域など地方創生への貢献
博士前期課程 社会工学学位プログラム 西村 詩央里 筑波大学キャンパスバス交通などの社会貢献
博士前期課程 髙橋 粋 マッチングマーケットデザイン分野の顕著な学修成果

博士前期課程 リスク・レジリエンス工学
学位プログラム 佐野 雅人 都市拠点計画に関する顕著な学術成果と茨城県自治体の都市・交

通政策への貢献

博士前期課程 構造エネルギー工学
学位プログラム 菊地 勇成 超音波造影気泡に関する連続体力学的観点からの顕著な研究成果

博士前期課程 情報理工学位プログラム 髙倉 礼 学術会議WISS2021が行った公開配信での研究発表

博士前期課程 知能機能システム
学位プログラム 土屋 充志

①IEEE TOWERSワークショップ運営を通じた学生・学術交流推
進活動、②①における取り組みについてIEEE Sendai Section
LMAG/WIE/YP合同講演会での招待講演

博士前期課程 数学学位プログラム 杉元 最大 Tsukuba Workshop for Young Mathematicians2022の学生共同世
話人としての社会貢献炭谷 陽一郎

博士前期課程 応用理工学学位プログラム
物性･分子工学サブプログラム 宮下 椋 児童への理科教育啓蒙活動

博士前期課程 物理学学位プログラム 斉藤 功太 V⚒リーグ試合運営での貢献

生 命 環 境
科学研究科

博士後期課程 国際地縁技術開発科学専攻 Muhamad Ezral
Bin Ghazali 沈降乱流の発見と解析の顕著な学修成果

博士後期課程 生物科学専攻 矢野 更紗 神経生物学に対する顕著な研究成果

博士後期課程 地球進化科学専攻 川谷 文子 哺乳類古生物学分野の顕著な学修成果、地域における社会教育へ
の支援活動

人 間 総 合
科学学術院

博士前期課程 教育学学位プログラム
国際教育サブプログラム

Topaló Sallyó
Elizabeth Moore

国際教育分野の顕著な学修成果 及び 研究的な知見を基にした教
員研修への貢献

博士前期課程
教育学学位プログラム
次世代学校教育創成サブプ
ログラム

佐藤 育実 茨城県立茎崎高校（多部制単位制高校）での生徒支援活動

博士前期課程 心理学学位プログラム 岩根 榛花 地域企業との緊密な共同研究に基づく、⽛高齢者にとっても使いや
すい⽜店舗デザインに関する研究

博士前期課程 障害科学学位プログラム 七海 友紀 ピア・チューターとしての支援活動、聴覚障害者が参加するイベ
ントの企画、聴覚障害分野の研究活動

博士前期課程 体育学学位プログラム
池田 真理 ⽛筑波大学箱根駅伝復活プロジェクト⽜における選手の⽛食の自立⽜

支援活動
工藤 実里 福島県双葉町からの避難者に対する地域スポーツ・体操活動の支援など
岩田 知大 骨格筋における分解機構の重要性をウェルネスにつなげる研究

博士前期課程 芸術学学位プログラム 松﨑 仰生 コロナ禍におけるアートやデザインを通じた社会貢献活動：子ど
も向け工作動画の制作および配信

博士前期課程 情報学学位プログラム 貞末 真明
⽛運動の選択肢が少ない弱視者向けのドローンを球として用いた
球技の開発⽜⽛弱視の参列者でも楽しむことのできる結婚式の披露
宴での支援⽜

博士前期課程 リハビリテーション科学
学位プログラム 望月 太敦 地域における重症心身障害児の社会参加活動と地域住民の理解啓

発への貢献

人 間 総 合
科学研究科

博士前期課程 世界遺産専攻 深田 茉由 世界遺産白川郷合掌造り集落における図書館設立への貢献
博士後期課程 障害科学専攻 OU JIEPING 障害科学研究の理解・啓発活動への貢献

博士後期課程 看護科学専攻 Parchaa
Tsetsegmaa

モンゴルの出産ケアを変革した研究プロジェクトによる国際的な
貢献

⚓年制博士課程 ヒューマン・ケア科学専攻 廣瀬 愛希子 茨城県内の幼児に対する発達臨床心理学的支援活動

令和⚓年度 茗渓会賞 (芸術部門)受賞者一覧 (順不同)

2022.2.28

所 属 領 域 氏 名 作品名・論文名

芸 術 専 門 学 群 芸術学専攻 芸術支援コース 大森 春歌 子ども向け造形ワークショップの運営と今後の展望
⚘つの事例を比較・分析して

芸 術 専 門 学 群 構成専攻クラフト領域 藤田 悠希 屋彩
人間総合科学研究科
博士前期課程芸術専攻 彫塑 最上 健 進化と朽滅

2022.2.28
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2022・2023年度 一般社団法人茗渓会 代 議 員 一 覧
地域組織 姓 名 卒年卒科・群

筑 波 大 伊藤 純郎 昭56筑一人文

名誉教授の会 大嶋 建一 昭46東北大理

北 海 道 川口 淳 昭58筑修教

北 海 道 宮下 聡 昭57筑体

青 森 前田 済 昭59筑一自然

岩 手 高橋 縁 昭60筑二人間

宮 城 土生 善弘 昭62筑体

秋 田 永井 元 昭60筑二農

山 形 津田 浩 昭58筑一自然

福 島 大沼 博文 昭56筑二人間

茨 城 秋本 光徳 昭61筑一人文

茨 城 高瀬 宏樹 昭55筑一自然

茨 城 中澤 斉 昭60筑一自然

茨 城 中島 博司 昭57筑一人文

茨 城 髙村 祐一 昭61筑一人文

茨 城 中根 一明 昭56筑三社工

茨 城 海老原 健 平⚓筑三社工

栃 木 石川 明範 昭60筑一人文

栃 木 前橋 均 昭62筑二比文

群 馬 丸橋 覚 平⚒筑修教

群 馬 高田 博基 昭60筑体

埼 玉 矢嶋 章司 昭35教大体

埼 玉 平野 正美 昭54筑二比文

埼 玉 細田 幸一 昭50教大独

埼 玉 奥谷 多作 昭34教大工芸

千 葉 植草 完 昭52教大体

千 葉 山﨑 成夫 昭56筑体

千 葉 猿渡 末治 昭55筑一自然

千 葉 小宮山伴与志 平⚑筑博体

東 京 堀川 勝史 昭61筑体

東 京 井上 芳明 平⚑筑体

東 京 栗原 茂夫 昭55筑二比文

一般社団法人 茗渓会(第11回）

2022年度 定時総会開催のご案内
日 時：2022年⚗月⚙日(土) 午後⚑時15分から

場 所：茗渓会館⚒階⽛茗渓⽜の間

議 題：2021年度事業報告、決算報告、2022年度事業計画(案)、予算(案)等

地域組織 姓 名 卒年卒科・群

東 京 田中 修 昭54筑二農

東 京 渡邉 悟 昭62筑博農

東 京 三橋 浩志 昭63筑一自然

東 京 高橋 誠 昭42教大心理

東 京 渡部 史人 昭53筑一自然

東 京 柳 久美子 昭50教大体

東 京 飯島 睦子 昭54筑二人間

東 京 浅井 一郎 昭55筑一人文

東 京 海老沢敬子 昭62筑二農

東 京 徳田 安伸 昭55筑二農

東 京 金田 喜明 昭56筑一人文

東 京 竹村 恭一 昭56筑一自然

東 京 笹 のぶえ 昭56筑二比文

東 京 久保 淳 昭56筑体

東 京 塩津 真 昭62筑修経

東 京 松村 直樹 昭61筑修環

東 京 真当 哲博 昭57筑二人間

神 奈 川 山崎 紀彦 昭51教大農経

神 奈 川 中道 徹 昭58筑二生

神 奈 川 大石 進 昭56筑体

神 奈 川 佐々木悦子 昭46教大体

神 奈 川 塚本 格 平⚘筑三社工

神 奈 川 大畑多津雄 昭52教大数

山 梨 小俣 宏記 昭59筑体

長 野 志津 享 昭61筑一自然

長 野 宮坂 博昭 昭61筑二比文

新 潟 中島 郁雄 昭53筑体

富 山 福島 英晴 昭57筑三情

石 川 田井 友章 昭59筑体

福 井 金﨑 肇 昭59筑一自然

静 岡 岡端 隆 昭61筑体

静 岡 望月 保宏 昭61筑一人文

地域組織 姓 名 卒年卒科・群

静 岡 柴 雅房 昭61筑一人文

愛 知 柴田 悦己 昭61筑二比文

愛 知 竹下 裕隆 昭56筑一社会

愛 知 蟹江 吉弘 昭61筑一人文

岐 阜 鈴木 健 昭59筑二生

三 重 岡村 芳成 昭62筑一自然

滋 賀 樋口 康之 昭61筑体

京 都 三橋 利彦 昭58筑体

大 阪 松本 秀範 昭53院修林

大 阪 岡村多加志 昭55筑一自然

兵 庫 升川 清則 昭59筑体

奈 良 谷垣 康 昭53筑一人文

和 歌 山 川久保尚志 昭62筑二生

鳥 取 小倉 健一 昭53筑体

島 根 西村 覚 昭61筑体

岡 山 長尾 隆史 昭55筑体

広 島 大辻 明 昭47教大体

山 口 吉本 晃 昭54筑二人間

徳 島 阿部 隆 昭60筑二農

香 川 槌谷 昌晃 昭61筑一自然

愛 媛 山下 尚生 昭60筑芸

高 知 田頭 克文 昭57筑体

福 岡 稲富 勉 昭61筑体

佐 賀 松雪 誉 昭61筑体

長 崎 山口 千樹 昭60筑二生

熊 本 大嶋 康裕 昭61筑体

大 分 野尻 明敬 昭59筑二人間

宮 崎 児玉 洋一 平⚒筑三社工

鹿 児 島 黒木 哲二 昭62筑二比文

沖 縄 前門 晃 昭58筑博理
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茗渓創基150年記念式典
日時：令和⚔年⚗月⚙日(土) 11：00～12：30

（受付 10：00～11：00）

開会の辞
理事長挨拶
来賓挨拶
表彰状・感謝状の贈呈
記念事業報告
記念撮影
閉式の辞

会場：茗渓会館（⚒階 茗渓の間）文京区大塚1-5-23
交通：地下鉄 丸ノ内線 茗荷谷駅から徒歩⚓分（220ｍ）

有楽町線 護国寺駅から徒歩⚙分（710ｍ）

茗渓創基150年記念式典・祝賀会開催並びに定時総会開催のお知らせと参加のお願い

茗荷谷駅方面から見た茗渓会館

第11回定時総会
日時：令和⚔年⚗月⚙日(土) 13：15～14：30

（受付 12：00～13：15）
会場：茗渓会館（⚒階 茗渓の間）

開会の辞
理事長挨拶
議案
第⚑号議案 令和⚓年度事業報告、決算書類及び監査報告の承認について
第⚒号議案 令和⚔年度事業計画(案)及び予算(案)について
第⚓号議案 役員の選任について
報告
閉会（その後、別室にて理事会を開催）

祝賀(懇親)会
日時：令和⚔年⚗月⚙日(土) 15：00～17：00
会場：茗渓会館（⚒階 茗渓の間）

本会定款⽛第⚔章 総会 第13条⽜に、⽛総会は、定時総会として毎年度⚕月に⚑回開催する⽜と明記されてい
ます。また、⽛第⚕章 役員 第25条⽜に、⽛理事（監事）の任期は、選任後⚒年以内に終了する事業年度のうち、
最終のものに関する定時総会の終結の時までとする⽜とあります。
この点を法務局法人登記課および司法書士等に問い合わせたところ、以下の回答を得ました。
(1) 天災その他の事由によりその時期に定時総会を開催することができない状況が生じたときまで、その時期に
定時総会を開催することを要求する趣旨ではなく、その状況が解消された後合理的な期間内に定時総会を開催
すれば足りるものと考えられます。
(2) 同様の事由により、改選期にある役員（任期の末日が定時総会の終結の時までとされている理事、監事）の
任期については、定時総会を開催することができない状況が解消された後の合理的な期間内に開催された定時
総会の終結の時までとなるものと考えられます。

式典後、昼食を用意してございます。
(1) 代議員の方は、同会場にて
(2) 代議員以外の方は⚑階レストランにて
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令和⚔年度 地域組織の役員及び総会等の予定
＊データは2022/3/19現在

№ 名 称 支部長・会長 連絡窓口 メールアドレス 開催予定日時 開催予定場所 備 考
1 筑波大茗渓会 伊藤 純郎 室岡 和彦 tsu3jimu@meikei.or.jp ⚗月中旬、⚓月上旬 オンライン

2 名誉教授の会 大嶋 建一 新井 達郎 emeritus@meikei.or.jp 10月中旬 大学会館 コロナ感染拡大状況により
書面開催の可能性あり

3 北海道茗渓会 川口 淳 田畑 良樹 hokkaido@meikei.or.jp ①⚕/⚗、②⚑/14 ANAクランプラザ
ホテル札幌 ①総会、②新年会

4 青森支部 前田 済 工藤 誠司 aomori@meikei.or.jp 未定 未定
5 岩手支部 髙橋 縁 清水 茂幸 iwate@meikei.or.jp ⚑/⚗(土) 未定 総会、懇親会
6 宮城支部 土生 善弘 山崎 健二 miyagi@meikei.or.jp 11/26(土)16：00～ ホテル白萩
7 あきた茗渓会 木浪 恒二 戸嶋 幸子 akita@meikei.or.jp 未定 未定
8 山形県支部 津田 浩 鳥羽 聡 yamagata@meikei.or.jp 11月下旬 ホテルキャッスル
9 福島県茗渓会 大沼 博文 大槻 文彦 fukushima@meikei.or.jp 未定 未定
10 茨城茗渓会 髙村 祐一 太田 泰助 ibaraki@meikei.or.jp ⚘/11(木、祝日) ホテルレイクビュー水戸
11 栃木県茗渓会 荒井 光弘 今井 和彦 tochigi@meikei.or.jp 未定 未定
12 群馬支部 小林 智宏 飯塚 勇一 gunma@meikei.or.jp ⚖/18(土)15：00～ メトロポリタン高崎
13 埼玉支部 前島 富雄 青木 勇藤 saitama@meikei.or.jp 未定 未定
14 千葉支部 百瀬 明宏 大久保利宏 chiba@meikei.or.jp ⚗/⚓(日) 東天紅
15 東京茗渓会 高橋 基之 大根田 裕 tokyo@meikei.or.jp 11/27(日)14：00～ 茗渓会館
16 神奈川茗渓会 大畑多津雄 大石 進 kanagawa@meikei.or.jp ⚗/23(土)11：00～ ローズホテル横浜
17 山梨支部 小俣 宏記 根津 敦司 yamanashi@meikei.or.jp ⚗or⚘月、12月 ホテルニュー芙蓉
18 長野県支部 巻山 圭一 北野 亨 nagano@meikei.or.jp ⚖/19(日)13：00～ ホテルモンターニュ松本 事務局移転
19 新潟茗渓会 中島 郁雄 山下 幸治 niigata@meikei.or.jp ⚖月下旬 ホテルサンルート新潟
20 富山支部 福島 英晴 寺崎 啓子 toyama@meikei.or.jp 未定 未定
21 石川支部 田井 友章 神田 康 ishikawa@meikei.or.jp 未定 未定
22 福井県支部 金﨑 肇 田崎 忍 fukui@meikei.or.jp 2023年⚒/⚔(土) 嶺南地区（未定）
23 静岡県支部 望月 保宏 望月 保宏 shizuoka@meikei.or.jp ⚖/25（土） 無庵
24 愛知支部 竹下 裕隆 蟹江 吉弘 aichi@meikei.or.jp ⚗/10(日)16：00～ ルブラ王山
25 岐阜茗渓会 鈴木 健 蒲 尚胤 gifu@meikei.or.jp 2023年⚒月初旬頃 グランヴェール岐山
26 三重茗渓会 岡村 芳成 若宮 一哉 mie@meikei.or.jp 未定 未定

27 SMK(関西ブロック) 松本 秀範 戸井田克己 ohsaka@meikei.or.jp 未定 未定

28 滋賀支部 𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰 𦚰𦚰 𦚰𦚰𦚰 𦚰 𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰  未定

29 京都茗渓会 三橋 利彦 川合 寛明 kyoto@meikei.or.jp ①11月19日(土)16時～
②11月12日(土)16時～ ホテルグランヴィア京都 ①、②の順

30 大阪茗渓会 松本 秀範 戸井田克己 ohsaka@meikei.or.jp 未定 未定
31 兵庫支部 升川 清則 川端 太一 hyogo@meikei.or.jp ⚖月下旬 未定
32 奈良茗渓会 谷垣 康 岩佐 泰造 nara@meikei.or.jp 未定 未定

33 和歌山茗渓会 川久保尚志 川口 勝也 wakayama@meikei.or.jp ⚗月中旬 アバローム紀の国 コロナ感染拡大状況により
中止の可能性あり

34 鳥取県茗渓会 小倉 健一 出雲 大輔 tottori@meikei.or.jp 未定 鳥取市内
35 島根県支部会 境 英俊 西村 覚 shimane@meikei.or.jp ⚙月中旬頃 未定 開催を含め検討中
36 岡山支部 長尾 隆史 長尾 隆史 okayama@meikei.or.jp 未定 未定
37 広島支部 大辻 明 若井 研治 hiroshima@meikei.or.jp 未定 未定 調整中
38 山口支部会 吉本 晃 藤本 秀夫 yamaguchi@meikei.or.jp 10/15(土) 未定

39 徳島茗渓会 阿部 隆 田北 直樹 tokushima@meikei.or.jp ⚗月中旬 ホテル
グランドパレス徳島 場合によっては⚑月に延期

40 香川茗渓会 槌谷 昌晃 飯尾 美保 kagawa@meikei.or.jp 11月下旬 未定
41 愛媛茗渓会 山下 尚生 山本 隆祥 ehime@meikei.or.jp ⚘/⚗(日)12：00～ にぎたつ会館
42 高知茗渓会 田頭 克文 手林 慎一 kouchi@meikei.or.jp 未定 未定
43 福岡茗渓会 稲富 勉 片山 英和 fukuoka@meikei.or.jp ⚗月上旬頃 未定
44 佐賀県茗渓会 松雪 誉 山田 和人 saga@meikei.or.jp 未定 未定
45 長崎茗渓会 山口 千樹 西平 耕治 nagasaki@meikei.or.jp ⚖/25(土)13：00～ セントヒル長崎
46 熊本支部 大嶋 康裕 橋本 徹也 kumamoto@meikei.or.jp ⚖月下旬 未定
47 大分県茗渓会 野尻 明敬 押田 武 ooita@meikei.or.jp 2023年⚒月中旬 大分市内
48 宮崎県支部 川井田和人 児玉 洋一 miyazaki@meikei.or.jp 未定 未定
49 鹿児島茗渓会 黒木 哲二 前 和樹 kagoshima@meikei.or.jp 未定 未定
50 沖縄茗渓会 前門 晃 三輪 一義 okinawa@meikei.or.jp 未定 未定 ⚔月中旬以降に協議



白
田
夫
人
君
子
様
か
ら
の
お
手
紙
で
あ
る
。

白
田
充
氏
(Ｓ
34
教
大
西
史
)は
、
令
和

⚒
年
⚙
月
20
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
文
面
に

⽛
⚙
月
11
日

色
々
御
世
話
に
な
り
ま
す
⽜

と
あ
る
。

例
年
、
追
悼
の
つ
ど
い
は
⚙
月
に
執
り
行

わ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
は
11
月
と
し
た
。

昨
年
夏
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
増
し
た
。

遠
く
北
海
道
や
九
州
か
ら
臨
席
を
希
望
さ

れ
る
方
も
い
ら
し
た
。
旅
行
の
予
約
取
り
消

し
や
、
改
め
て
予
約
し
直
す
手
続
き
の
時
間

や
手
間
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

先
行
き
不
透
明
の
中
で
、
広
報
委
員
会
と

事
務
局
は
、
八
月
盆
過
ぎ
に
延
期
を
決
断
し

た
。ご

逝
去
客
員
・
会
員
の
ご
遺
族
様
宛
て
に
、

⽛
令
和
⚓
年
度
追
悼
の
つ
ど
い
延
期
の
お
知

ら
せ
⽜
が
出
さ
れ
た
の
は
、
⚘
月
20
日
で
あ

っ
た
。

⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
は
茗
渓
会
創
立
の
三

年
目
（
明
治
18
年
）
か
ら
連
綿
と
続
く
行
事

で
、
当
時
は
⽛
合
祀
慰
霊
祭
⽜
と
し
て
秋
季

皇
霊
祭
の
祝
祭
日
（
⚙
／
23
）
に
執
り
行
わ

れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

⽛
追
悼
の
つ
ど
い
（
合
祀
慰
霊
祭
）⽜
は
、

過
去
に
一
度
だ
け
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
終
戦
の
年
、
紙
不
足
で
案
内
通

知
が
出
せ
な
か
っ
た
事
情
等
に
よ
る
。

一
昨
年
の
令
和
⚒
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

禍
に
よ
っ
て
、
二
度
目
の
中
止
と
な
っ
た
。

追
悼
の
つ
ど
い
は
二
年
振
り
の
開
催
で
あ

る
。
白
田
氏
は
開
催
前
年
の
令
和
⚒
年
に
逝

去
さ
れ
た
が
、
大
竹
勉
氏
(Ｓ
27
文
三
)は
令

和
元
年
夏
に
逝
去
さ
れ
て
い
る
。
大
竹
夫
人

の
桂
子
様
も
お
手
紙
の
中
で
、⽛
茗
渓
会
館

は
自
分
達
の
挙
式
を
し
た
思
い
出
の
場
所
で

す
⽜
と
記
し
て
い
た
。

一
昨
年
秋
か
ら
本
年
夏
ま
で
に
ご
逝
去
さ

れ
た
会
員
302
名
の
ご
遺
族
の
方
々
に
連
絡
を

し
た
と
こ
ろ
、
27
家
族
、
46
名
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
い
た
。
茗
渓
会
本
部
か
ら
も
多
数
の

理
事
・
委
員
が
参
列
し
た
。

遺
影
の
み
の
参
加
の
方
々
も
含
め
て
65
名

の
遺
影
が
飾
ら
れ
た
式
場
で
午
前
11
時
に
開

式
と
な
っ
た
。

参
列
者
一
同
が
遺
影
に
黙
祷
後
、
江
田
昌

佑
茗
渓
会
理
事
長
が
⽛
追
悼
の
辞
⽜
を
述
べ

ら
れ
、
永
田
恭
介
筑
波
大
学
学
長
か
ら
来
賓

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
理
事

長
か
ら
参
列
さ
れ
た
ご
遺
族
に
対
し
て
の
挨

拶
の
後
、
一
同
が
献
花
し
、
式
は
終
了
し
た
。

追
悼
の
つ
ど
い
当
日
は
、
白
田
夫
人
に
代

わ
り
お
嬢
様
が
臨
席
さ
れ
、大
竹
夫
人
も⽛
上

京
を
断
念
⽜
さ
れ
た
。

7

献花をする永田学長

拝
啓

こ
の
度
は
茗
渓
会
様
か
ら
追
悼
の
つ
ど

い
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
御

座
居
ま
し
た
。
茗
渓
会
の
方
々
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
事
で
は
御
座
居
ま
す
が
今
か
ら
58
年

前
結
婚
式
を
挙
げ
た
思
い
出
の
場
所
で
す
。

今
で
も
私
の
心
に
残
っ
て
居
ま
す
。

会
員
の
方
々
に
は
長
い
間
お
世
話
に
な

り
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
し
て
い
た
だ

き
私
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
十
一
日

色
々
御
世
話
に
な
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

敬
具



令
和
⚓
年
正
月
に
逝
去
さ
れ
た
滝
沢
順
氏

(Ｓ
30
教
大
日
史
)夫
人
の
英
美
子
様
は
⽛
私

は
か
つ
て
義
父
の
追
悼
会
に
、
義
母
と
一
緒

に
参
列
し
、
茗
渓
会
館
に
伺
っ
た
事
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
足
腰
も
悪
く
な
り
参
加
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
お
り

ま
し
た
⽜
と
、
葉
書
に
認
め
て
い
た
。

滝
沢
夫
人
の
よ
う
に
、
参
列
叶
わ
ぬ
方
々

が
多
く
い
ら
し
た
。
冬
到
来
間
近
で
、
臨
席

者
の
体
調
を
気
に
か
け
な
が
ら
の
開
催
で
あ

っ
た
。

⽛
一
緒
に
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
部
し
た
十
数

人
の
う
ち
残
る
の
は
私
の
み
で
、
今
回
は
六

人
を
追
悼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。⽜
と
い
う

江
田
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
懇
談
の
席
が
も

た
れ
た
。

例
年
、
ご
遺
族
の
方
々
に
故
人
の
思
い
出

等
を
お
話
し
い
た
だ
く
習
い
に
変
え
て
、
各

テ
ー
ブ
ル
お
一
人
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

⿟
故
・
有
末

武
夫
(18
文
四
21
大
地
）

次
男
有
末

賢
様

父
は
大
正
⚘
年
生

ま
れ
で
100
歳
を
超
え

る
長
寿
だ
っ
た
。
地

理
を
学
生
時
代
か
ら

ず
っ
と
勉
強
し
続
け
、
母
校
を
凄
く
愛
し
て

い
た
。
長
寿
の
秘
訣
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
、
青

梅
マ
ラ
ソ
ン
に
10
回
参
加
す
る
な
ど
よ
く
走

っ
て
い
た
こ
と
だ
と
思
う
。

⿟
故
・
大
木

健
夫
(33
教
大
数
）

妻
大
木
久
枝
様

夫
は
数
学
を
専
攻

し
、
教
師
一
筋
の
人

生
だ
っ
た
。
夫
が
佐

原
一
高
勤
務
、
私
が

佐
原
二
高
勤
務
時
代
に
出
会
っ
た
。
主
人
は

口
に
は
出
さ
な
い
が
、
母
校
を
愛
し
誇
り
に

思
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

⿟
故
・
重
野

孝
介
(31
教
大
総
農
）

二
女
茨
木
智
子
様

長
崎
か
ら
来
た
。

父
の
遺
品
整
理
を
し

て
い
て
父
の
学
生
時

代
の
こ
と
が
少
し
ず

つ
分
か
っ
て
き
た
。
ま
た
、
今
回
参
加
し
て

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
同
じ
学
部
の
後
輩
が
お
ら

れ
て
学
生
時
代
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

父
の
若
か
り
し
日
の
こ
と
が
分
か
り
、
収
穫

が
多
か
っ
た
。

⿟
故
・
大
竹

勉
(27
文
三
）妻

大
竹
桂
子
様

学
校
の
先
生
と
は

結
婚
し
な
い
と
心
に

誓
っ
て
い
た
が
、
高

等
師
範
卒
の
立
派
な

方
だ
か
ら
と
父
に
説
得
さ
れ
結
婚
し
た
。
結

婚
式
は
茗
渓
会
館
で
あ
げ
た
が
、
今
の
よ
う

な
立
派
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
近
は
体

が
不
調
で
出
歩
け
な
い
が
、
結
婚
式
場
が
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
確
認
し
た
く
て
娘
と
来
た
。

今
回
参
加
し
て
高
等
師
範
を
卒
業
し
た
と
い

う
自
信
と
誇
り
が
夫
を
支
え
て
い
た
こ
と
を

確
認
で
き
た
。

⿟
故
・
白
須

和
子
(35
教
大
英
）

夫
白
須
宏
俊
様

妻
は
そ
う
長
い
期

間
で
は
な
い
が
中
学

の
教
師
を
し
て
い
た
。

卒
業
し
た
後
も
教
え

子
が
訪
ね
て
き
て
い
て
、
教
師
っ
て
い
い
な

と
思
っ
た
。
太
極
拳
の
師
範
を
取
る
な
ど
運

動
神
経
が
よ
か
っ
た
。
も
う
少
し
長
生
き
し

て
ほ
し
か
っ
た
。

⿟
故
・
村
上

安
則
(29
教
大
哲
）

長
男
村
上
晋
一
様

父
は
山
形
出
身
で

満
州
育
ち
だ
っ
た
が
、

教
師
に
な
っ
た
後
立

派
な
先
生
が
多
く
卒

業
し
て
い
た
教
育
大
学
に
入
学
し
た
。
貧
し

か
っ
た
た
め
に
逆
に
入
寮
審
査
に
合
格
で
き

た
。
寮
に
は
朝
永
振
一
郎
先
生
が
よ
く
遊
び

に
来
て
く
れ
た
と
話
し
て
い
た
。

⿟
故
・
石
井

勝
(35
教
大
漢
）

長
男
石
井

徹
様

父
は
漢
文
を
学
び

た
く
て
入
学
し
た
が

教
師
に
は
な
ら
ず
、

金
融
機
関
に
勤
め
た
。

父
は
旅
行
が
好
き
で
よ
く
一
緒
に
行
っ
た
。

ま
た
、
酒
と
た
ば
こ
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

酒
は
お
い
し
い
の
か
と
聞
い
た
ら
、⽛
お
い

し
く
は
な
い
が
そ
の
う
ち
分
か
る
⽜
と
言
わ

れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

⿟
故
・
大
嶽
秀
行
(26
体
）

長
男
大
嶽

昇
様

寮
の
仲
間
で
旅
行

を
続
け
て
い
る
な
ど
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
の

方
々
の
話
が
面
白
く
、

⽛
困
っ
た
と
き
の
茗
渓
会
⽜
と
い
う
こ
と
も

よ
く
分
か
っ
た
。
父
は
こ
の
葛
飾
で
体
育
の

教
員
を
続
け
、
私
も
マ
ラ
ソ
ン
療
法
で
鍛
え

上
げ
ら
れ
た
。

●
故
・
西
田

克
己
(33
教
大
地
）

妻
西
田
政
子
様

夫
は
字
が
上
手
で
、

素
晴
ら
し
い
人
だ
っ

た
。
退
職
後
も
地
域

支
援
、
高
齢
者
支
援
、

ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
に
活
躍
し
た
。
私
が
作

っ
た
⽛
自
治
会
助
け
あ
い
の
歌
⽜
は
夫
に
褒

め
ら
れ
た
。
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河
本
氏
が
倒
れ
ら
れ
た
の
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
我
々
の
暮
ら
し

の
中
に
色
濃
く
影
を
落
と
し
始
め
た
頃
で
あ

っ
た
。

そ
の
夏
、
事
務
局
は
河
本
氏
宛
に
手
紙
を

出
し
た
。

手
紙
が
物
語
る
よ
う
に
、
河
本
氏
は
二
つ

の
重
要
な
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。

茗
渓
創
基
150
年
事
業
委
員
会
と
茗
渓
・
筑
波

産
業
人
倶
楽
部
の
運
営
委
員
会
で
あ
っ
た
。

河
本
武
氏
（
Ｓ
37
教
大
健
、
Ｓ
51
教
修
教
）

が
茗
渓
会
理
事
に
就
任
し
た
の
は
、
平
成
24

年
の
定
時
総
会
で
あ
っ
た
。
以
来
、⽛
教
育
学

経
営
⽜
と
い
う
発
想
を
下
に
、
教
育
界
と
産

業
界
の
柱
立
て
の
牽
引
者
と
し
て
、
茗
渓
会

を
新
た
な
地
平
に
誘
う
案
内
人
で
も
あ
っ
た
。

翌
年
11
月
⚙
日
、
河
本
氏
は
永
眠
さ
れ
た
。

葬
儀
は
11
月
11
日
に
⽛
近
親
者
の
み
に
て
相

済
ま
せ
ま
し
た
⽜
と
、
ご
報
告
を
受
け
た
。

翌
12
月
、⽛
偲
ぶ
会
⽜
の
案
内
を
頂
戴
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
沈
静
の
兆
し
を
み
せ
た
頃
で
あ

る
。東

京
と
神
戸
の
二
ヶ
所
で
執
り
行
わ
れ
、

東
京
会
場
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、

日
時
は
、
令
和
⚔
年
⚑
月
27
日
（
木
）
午
後

⚒
時
か
ら
と
案
内
に
あ
っ
た
。⽛
コ
ロ
ナ
禍

で
の
会
に
な
り
ま
す
た
め
、
ご
来
臨
の
お
時

間
を
分
散
し
、
最
小
限
の
人
数
で
お
い
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
配
慮
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
ご
ざ
い
ま
す
⽜
と
文
末
に
あ
っ
た
。

年
が
明
け
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

変
異
株
が
猛
威
を
振
る
い
始
め
た
。

井
口
副
理
事
長
、
川
田
常
務
理
事
、
矢
野

常
務
理
事
の
三
名
を
臨
席
者
と
し
、
理
事
長

を
始
め
理
事
・
監
事
に
は
そ
の
旨
の
諒
解
を

得
た
。

晴
れ
渡
る
冬
空
の
日
で
あ
っ
た
。
広
々
と

し
た
会
場
に
、
河
本
氏
の
遺
影
が
あ
っ
た
。

会
場
内
に
は
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
学
生
時

代
、
社
長
時
代
、
会
長
時
代
と
時
代
を
分
け

て
写
真
や
思
い
出
の
品
々
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
。場

内
の
撮
影
は
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
本
社
人
事

総
務
部
の
塩
崎
氏
に
予
め
依
頼
し
て
い
た
。

数
日
後
に
写
真
が
届
い
た
。
年
代
順
に
パ

ネ
ル
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
最
初
の
パ
ネ

ル
（
誕
生
～
学
生
時
代
）
の
テ
ー
ブ
ル
に
分

厚
い
独
和
辞
書
が
あ
り
、
そ
の
横
に
⽝
ゲ
ー

9

明
日
か
ら
葉
月
、
樹
々
の
緑
も
濃
く
な

る
時
節
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
不
思
議
と
草

木
の
伸
び
具
合
が
旺
盛
で
、
我
が
家
の
ア
ジ

サ
イ
や
草
花
は
、
空
に
高
々
と
伸
び
て
い
ま

す
。先

日
、
⚗
月
22
日
(水
)、
お
忙
し
い
中
、

ご
子
息
の
英
雄
様
に
ご
来
訪
い
た
だ
き
、
恐

縮
し
て
お
り
ま
す
。
し
ば
し
歓
談
の
中
で
、

先
輩
の
脚
の
不
調
と
そ
れ
に
伴
う
不
都
合

等
を
伺
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
理
事
長
に
、
そ
の
様
子
を
ご
報

告
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、⽛
茗
渓
会
の
こ
と

は
心
配
な
さ
ら
ず
、
ぜ
ひ
静
養
さ
れ
た
い
。

理
事
お
よ
び
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
委

員
長
と
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ご
留

任
い
た
だ
き
た
い
⽜
と
の
こ
と
で
し
た
。

と
申
し
ま
し
て
も
、
諸
々
お
気
に
か
か
る

か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
事
業
企
画
の
流
れ
と

そ
の
方
向
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
に
、
ご
承
知

お
き
下
さ
い
。
…
（
以
下
略
）

平成30(2018)年⚗月22日に⽛茗渓・筑波産業人倶楽部発会式⽜が開催され、
シンポジウムが企画された。河本氏はシンポジストとして、自らの学生時
代・就職・経営観を語られた。

追
悼

河
本

武
氏



テ
の
言
葉
⽞
と
⽝
ゲ
ー
テ
詩
集
⽞
が
置
か
れ

て
い
た
。
河
本
氏
は
⽛
ゲ
ー
テ
を
敬
愛
し
て

い
た
⽜
と
紹
介
文
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
臨
席
の
お
礼
状
が
届
い
た
。
文

中
に
⽛
当
日
は
昨
今
の
状
況
に
鑑
み
、
喪
主

の
御
挨
拶
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
喪
主
河
本
佐
知
子
か

ら
挨
拶
文
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
⽜

と
あ
っ
た
。七
枚
に
わ
た
る
お
手
紙
で
あ
る
が
、

一
部
割
愛
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

河
本
夫
人
の
ご
挨
拶

こ
の
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
寒
さ
厳
し
い
中
、

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
主
人
の
偲
ぶ
会
に
お
越

し
頂
き
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〝
人
生
は
出
会
い
に
始
ま
る
筋
書
き
の
な

い
ド
ラ
マ
〟

主
人
は
昭
和
15
年
⚑
月
27
日
に
生
ま
れ
戦

後
の
貧
し
い
時
代
を
、
岐
阜
で
18
歳
ま
で
過

ご
し
ま
し
た
。

…
小
学
校
卒
業
の
時
、
担
任
の
大
前
先
生

が
〝
男
の
中
の
男
、
そ
の
名
は
河
本
武
〟
と

励
ま
し
て
下
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
自
信

が
つ
い
た
そ
う
で
す
。

県
立
加
納
高
校
に
入
学
し
て
…
棒
高
跳
び

に
出
合
い
夢
中
に
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
を
目
指
し
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
に
入

学
し
ま
し
た
。
…
大
学
⚒
年
生
の
時
、
突
然

眼
底
出
血
で
ス
ポ
ー
ツ
を
断
念
す
る
こ
と
に
、

で
も
目
が
ダ
メ
な
ら
耳
を
と
英
会
話
を
勉
強

し
ま
し
た
。

体
育
学
科
よ
り
健
康
学
科
に
移
り
、
学
者

の
道
を
目
指
し
て
教
育
学
部
大
学
院
に
猛
勉

強
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
時
に
主
任
教

授
の
急
逝
に
よ
り
学
者
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
、

二
度
も
の
挫
折
に
茫
然
自
失
の
日
々
で
し
た
。

そ
ん
な
折
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
専
務
だ
っ
た
父

春
男
氏
に
ユ
ー
ハ
イ
ム
入
社
の
話
が
あ
り
、

方
向
転
換
を
決
意
し
て
、
税
理
士
資
格
取
得

等
の
条
件
を
一
年
間
必
死
に
勉
強
し
て
ク
リ

ア
し
て
入
社
し
ま
し
た
。

〝
渋
谷
店
ボ
ー
イ
を
命
ず
〟
の
辞
令
を
受

け
る
が
、
後
に
肩
書
き
を
捨
て
る
こ
と
と
理

解
し
て
仕
事
に
没
頭
し
た
そ
う
で
す
。

大
学
院
で
学
ん
だ
英
語
・
独
語
の
語
学
力

を
認
め
ら
れ
、
エ
リ
ー
ゼ
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
社

長
よ
り
ド
イ
ツ
留
学
を
勧
め
ら
れ
、
ド
イ
ツ

の
菓
子
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
ミ

ヒ
ャ
エ
ル
・
リ
ン
バ
ッ
ハ
に
出
合
い
…
じ
ぶ

ん
が
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
り
社
員
の
留

学
制
度
を
作
る
こ
と
を
思
い
つ
い
て
実
行
し

て
き
ま
し
た
。
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
は
、
後
に
ゲ
ー

テ
ハ
ウ
ス
出
店
等
ド
イ
ツ
と
の
架
け
橋
と
な

り
生
涯
の
友
と
な
る
人
で
す
。
…

心
斎
橋
店
長
の
時
、
東
京
育
ち
で
神
戸
の

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私
と
昭
和
43
年
結
婚

し
ま
し
た
。
私
は
⚔
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
子

育
て
に
専
念
し
、
主
人
は
神
戸
本
社
勤
務
に

な
り
仕
事
に
邁
進
す
る
日
々
で
し
た
。

昭
和
50
年
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
よ
り
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
の
ゲ
ー
テ
ハ
ウ
ス
出
店
の
朗
報
が
飛

び
込
ん
で
き
て
、
一
年
に
数
回
も
ド
イ
ツ
に

出
張
し
ま
し
た
。
茶
室
の
あ
る
日
本
食
の
評

判
の
店
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
56
年
、
東
京
に
転
勤
に
な
り
、
長
男

⚖
年
生
の
時
で
、
東
京
の
受
験
戦
争
に
突
入
、

主
人
は
⽛
東
横
の
れ
ん
会
⽜
に
入
れ
て
頂
き
、

⽛
虎
屋
⽜、⽛
榮
太
郎
⽜、⽛
山
本
海
苔
⽜、⽛
味
の

浜
藤
⽜
等
の
皆
様
と
の
出
会
い
で
東
京
に
も

ユ
ー
ハ
イ
ム
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

昭
和
58
年
に
は
念
願
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
進
出
も
叶
い
、表
参
道
、千
駄
ヶ
谷
と
次
々

と
店
を
開
い
て
、
昭
和
60
年
に
社
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
ゲ
ー
テ
好
き
が
昂
じ
千
駄
ヶ
谷

の
津
田
ホ
ー
ル
で
〝
ゲ
ー
テ
詩
朗
読
コ
ン
テ

ス
ト
〟
を
開
催
し
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
多

く
の
文
化
人
・
お
客
様
に
来
て
頂
き
ド
イ
ツ

文
化
を
広
め
る
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。
時
代

の
波
に
乗
り
事
業
を
拡
大
し
、
海
外
進
出
に

も
力
を
入
れ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
、
イ
ギ
リ
ス
等
、
沢
山
の
国
を
巡

り
仕
事
を
通
じ
多
く
の
友
人
と
出
会
い
夫
婦

で
各
国
を
訪
れ
た
の
は
楽
し
い
想
い
出
で
す
。

平
成
⚗
年
阪
神
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
社
員
を
一
人
も

解
雇
せ
ず
乗
り
切
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
震

災
を
乗
り
越
え
、
再
び
海
外
事
業
に
乗
り
出

し
、
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
出
会
い
、

デ
ィ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
真
赤
な
ロ
ゴ
の
店
を

東
京
丸
の
内
丸
ビ
ル
店
に
出
店
し
大
成
功
を

納
め
息
を
吹
き
返
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

平
成
21
年
、
社
員
の
幸
せ
を
最
も
大
切
に

し
て
い
た
主
人
は
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
百
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
、
全
社
員
を
発
祥
の
地
、

中
国
青
島
に
招
待
し
て
皆
で
百
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。

全
力
で
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

27
年
に
長
男
英
雄
に
社
長
の
座
を
譲
り
会
長

に
な
り
ま
し
た
。

少
し
ゆ
と
り
が
出
来
る
様
に
な
り
、
東
京

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
慶
友
会
、
程
ヶ
谷
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
母
校
（
高
校
、
茗
渓
会
、

無
二
会
）、
順
天
堂
大
学
後
援
会
、
子
供
達
の

ク
ラ
ブ
の
父
母
の
会
の
集
い
、
私
の
友
人
関

係
の
方
々
等
…
と
輪
が
広
が
り
、
ゴ
ル
フ
、

旅
行
等
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
い
方
々
と
の
出
会
い
で
、
一
本
の
木
が
二

本
、
四
本
…
と
広
が
り
、
や
が
て
大
き
な
森

に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

一
方
、
家
族
も
大
切
に
し
て
子
育
て
等
に

も
全
力
投
球
の
日
々
で
し
た
。
主
人
は
会

社
・
社
員
・
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
・
外
国
語
そ

し
て
家
族
を
愛
し
、
令
和
⚓
年
81
歳
で
私
の

誕
生
日
11
月
⚙
日
に
生
涯
を
全
う
し
て
旅
立

ち
ま
し
た
。

主
人
と
共
に
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
に

恵
ま
れ
支
え
ら
れ
沢
山
の
思
い
出
を
作
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
私
も
主
人
の
魂
と
共
に

楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
…

A
ufw
ieder
sehen!!

令
和
⚔
年
⚑
月
27
日
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悲
涙

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
安
定
な
世
情
の

中
で
、
河
本
先
輩
の
訃
報
に
接
し
ま
し
た
。

療
養
中
と
伺
っ
て
い
ま
し
た
。
間
も
な
く
、

い
つ
も
の
明
る
さ
と
厳
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る

お
元
気
な
お
姿
に
お
会
い
で
き
る
と
心
待
ち

に
し
て
い
た
だ
け
に
言
い
よ
う
の
な
い
茫
然

自
失
の
時
間
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

河
本
先
輩
に
は
、
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶

楽
部
や
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
等
の
準
備
か
ら
設
立
ま
で
の
主
な
茗
渓
会

活
動
を
通
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。
偲
ぶ
心
と
し
て
そ
の
一
端
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

一
茗
渓
会
の
基
本
大
綱

平
成
28
年
⚑
月

江
田
理
事
長
は
、
新
法
人
発
足
⚓
年
を
経

過
し
て
⽛
レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
・
将
来
計
画
⽜

（
答
申
）
を
今
後
の
茗
渓
会
運
営
の
基
本
大

綱
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ
の
狙
い
は
、

同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の
拡
充
を
推
進

す
る
た
め
に
地
域
組
織
等
の
活
性
化
を
目
指

し
た
活
動
支
援
や
応
援
体
制
の
一
層
の
強
化
、

推
進
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

今
後
、
茗
渓
会
は
、
教
育
界
で
の
同
窓
会

組
織
を
確
固
た
る
柱
と
し
て
維
持
、
発
展
さ

せ
る
と
と
も
に
母
校
の
卒
業
生
の
社
会
で
の

活
躍
分
野
の
実
態
を
踏
ま
え
、
新
た
な
柱
と

し
て
産
業
界
等
に
お
け
る
自
立
的
な
組
織
を

立
上
げ
、
二
つ
の
柱
が
両
輪
と
な
り
、
相
互

に
連
携
し
つ
つ
、
同
窓
会
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

二
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
を
め
ぐ
っ
て

会
員
（
筑
波
大
学
生
を
含
む
）
の
期
待
に

応
え
る
茗
渓
会
と
し
て
、
産
業
界
等
に
お
け

る
自
立
組
織
化
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か

の
検
討
が
組
織
委
員
会
の
所
掌
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
⚓
月
、
河
本
先
輩
か
ら
心
強
い

支
援
の
言
葉
を
組
織
員
会
担
当
の
私
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◎⽛
母
校
筑
波
大
学
と
連
携
し
て
産
業
界
等

の
組
織
化
を
目
指
そ
う
！
⽜

こ
の
助
言
を
受
け
、
組
織
委
員
会
と
し
て
、

産
業
界
等
（
筑
波
大
学
関
係
者
を
含
む
）
で

活
躍
し
て
い
る
有
志
の
理
解
と
協
力
を
得
、

産
業
界
等
を
中
心
と
し
た
情
報
交
換
等
、
事

業
の
具
体
化
け
て
精
力
的
に
協
議
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

河
本
先
輩
を
は
じ
め
と
す
る
仲
間
の
熱
き

姿
勢
と
力
強
き
互
助
力
が
あ
り
、
平
成
30
年

⚓
月
の
理
事
会
で
、
産
業
界
を
中
心
と
し
た

新
し
い
組
織
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜

の
設
立
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
く
の
仲
間
の
支
援
が
あ
り
、

同
年
⚗
月
22
日
(日
)茗
渓
会
館⽛
茗
渓
の
間
⽜

に
お
い
て
約
110
名
の
参
加
者
の
下
、⽛
茗
渓
・

筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜
発
会
式
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
会
式
で
、
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
河
本
先
輩
か
ら
次
の
よ
う
な
心
に
残

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

◎⽛
私
の
経
営
観
は
、
教
育
学
経
営
で
あ
る
⽜

社
員
を
対
象
と
し
た
⽛
ユ
ー
ハ
イ
ム
学
校

（
夜
間
）⽜
の
開
校
や
毎
年
ド
イ
ツ
に
派
遣
す

る
事
業
を
続
け
、
⚘
人
を
ド
イ
ツ
の
国
家
試

験
に
合
格
さ
せ
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
た
。

教
育
学
経
営
者
と
し
て
、
手
作
り
の
教
材
を

作
り
、
社
員
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。

◎⽛
茗
渓
と
筑
波
が
合
体
し
、
筑
波
の
価
値

を
高
め
ん
⽜

産
業
界
で
同
窓
の
よ
し
み
を
結
び
、
社
長

経
験
者
な
ど
を
講
師
と
し
、⽛
半
学
半
教
⽜
の

精
神
で
学
び
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
な
ど
を
図
り
、
産
業
界
リ
ー
ダ
の
養
成

大
学
と
し
て
発
展
し
て
ほ
し
い
。

◎
筑
波
の
学
生
に
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と

⽛
人
生
の
結
果
や
成
功
の
鍵
は
、
考
え
方
次

第
だ
⽜

俗
に
、
人
間
に
は
⽛
あ
ほ
か
し
こ
⽜、⽛
か

し
こ
か
し
こ
⽜
な
ど
の
四
タ
イ
プ
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。産
業
界
で
成
功
す
る
人
は⽛
あ

ほ
か
し
こ
⽜
だ
と
言
う
。
一
見
、
阿
呆
の
よ

う
だ
が
、
実
は
す
ご
く
賢
い
と
い
う
人
材
で

あ
る
。
わ
が
社
の
同
窓
社
員
は
⽛
か
し
こ
か

し
こ
⽜
タ
イ
プ
で
営
業
に
は
向
い
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
部
長
職
以
上
に
就
く
と
実

力
を
出
し
始
め
た
。⽛
ポ
ス
ト
が
人
を
作
る
⽜

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
を
得
て
力
量
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
。

三
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

江
田
理
事
長
は
、
令
和
元
年
度
第
⚘
回
定

時
総
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
さ
れ

ま
し
た
。

⽛
昨
年
か
ら
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
実

行
（
準
備
）
委
員
会
を
核
と
し
て
記
念
事
業

の
諸
企
画
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
き
た
。

基
本
的
な
重
要
点
は
、
①
多
く
の
会
員
が
参

加
で
き
る
企
画
と
す
る
こ
と
②
記
念
事
業
の

中
心
は
、
令
和
⚔
年
に
お
く
こ
と
③
記
念
事

業
の
諸
経
費
は
、
拠
金
方
法
で
賄
う
こ
と
⽜

で
し
た
。
江
田
理
事
長
は
、
記
念
事
業
（
準

備
）
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
河
本
先
輩
に

委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
河
本
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
り
⚔
年
間
に
亘
る
大
綱
が
構
築
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
、
河
本
先
輩
の

体
調
が
思
わ
し
く
な
い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
多
く
の
茗
渓
人
が
一
日
も
早
い
全
快

を
願
い
、
委
員
長
席
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
秋
、
江
田
理
事
長
か
ら
二
代
目
を
引
き

継
げ
と
の
指
示
が
あ
り
、
河
本
先
輩
の
⽛
必

ず
成
功
さ
せ
よ
う
！
⽜
と
の
エ
ー
ル
を
胸
に

秘
め
て
⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
式
典
⽜、

⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
全
国
展
開
発

表
の
会
⽜
の
開
催
、⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念
誌

伝
承
と
創
造
⽜
の
刊
行
に
向
け
て
微
力
で

す
が
努
力
し
続
け
る
所
存
で
す
。

江
田
理
事
長
は
、
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶

楽
部
の
発
会
式
で
、
そ
の
設
立
に
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
た
お
二
人
(井
口
武
雄
並
び
に
河

本
武
の
両
氏
)の
賢
人
の
言
葉
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

河
本
武
先
輩
の
言
葉
は
、
次
の
通
り
で
す
。

若
い
人
達
に
は
、
知
的
偏
差
値
だ
け
で
は

な
く
、
人
間
的
な
偏
差
値
(ス
キ
ル
・
マ
イ
ン

ド
・
バ
リ
ュ
ー
)の
高
さ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
利
己
よ
り
も
利
他
を
考
え
る
人
材
で

あ
る
こ
と
で
す
。

合
掌

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
(二
代
目
)
川
田

孝
一
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河
本
武
(先
輩
)氏
を
偲
ぶ

白
鳥
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム

茗渓・筑波産業人倶楽部発会式のシンポジウムにて



中
澤
喜
昌
氏
（
Ｓ
22
農
教
農
化
）
は
、
昨

年
夏
に
逝
去
さ
れ
た
。⽝
に
い
が
た
経
済
新

聞
⽞
の
⽛
お
く
や
み
情
報
(⚖
／

23
)⽜
に
、
そ

の
名
前
が
あ
っ
た
。
享
年
97
歳
と
あ
る
。

ご
長
男
の
中
澤
芳
樹
氏
か
ら
お
手
紙
が
届

い
た
。
今
年
正
月
27
日
の
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
、
ご
父
君
の
略
歴
が
記
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
を
も
と
に
故
中
澤
喜
昌
氏
の
学

生
時
代
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
う
。

手
紙
に
は
、
37
葉
の
写
真
、
一
枚
の
寄
書

と
⽛
学
友
郷
貫
録
⽜
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

⽛
学
友
郷
貫
録
⽜
は
、
34
名
の
同
窓
が
氏
名

と
住
所
を
自
書
し
た
住
所
録
と
思
わ
れ
る
。

岐
阜
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
奈
良
と
続
き
、
全

国
各
地
の
英
才
達
が
在
籍
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
中
澤
氏
は
、
新
潟
県
苅
羽
郡
西
中
通

村
と
記
し
て
い
た
。

校
舎
を
背
景
に
し
た
応
援
団
の
面
々
で
あ

る
。
前
列
に
各
学
科
旗
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
東
京
農
業
教
育
専
門
学
校
は
五
学
科

（
農
・
林
・
農
業
化
学
・
農
業
土
木
・
農
業
経

済
）
で
あ
る
。
中
澤
氏
が
⚔
年
生
と
な
っ
た

昭
和
21
年
に
は
、
四
学
科
（
農
・
農
芸
化
学
・

農
業
土
木
・
林
）、
昭
和
24
年
に
は
、
東
京
教

育
大
学
へ
包
括
さ
れ
農
学
部
と
し
て
発
足
し

た
。
筑
波
大
学
生
物
資
源
学
類
の
前
身
と
も

い
え
る
。

中
澤
氏
は
野
球
部
に
所
属
し
て
い
た
。
四

学
科
と
な
っ
た
昭
和
21
年
の
イ
ン
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
出
場
記
念
（
10
／

⚙
）
の
写
真
中
央
に
四

年
生
の
中
澤
氏
の
姿
が
あ
る
。

戦
中
に
入
学
し
戦
後
に
卒
業
し
た
中
澤
氏

に
つ
い
て
、⽛
卒
業
後
、
す
ぐ
に
新
潟
に
戻
っ

た
か
ど
う
か
不
明
で
す
が
⽜
と
芳
樹
（
長
男
）

氏
は
予
め
断
っ
た
上
で
、
初
任
校
の
新
潟
県

立
高
田
農
業
高
校
を
皮
切
り
に
、
県
職
等
を

経
て
、
昭
和
59
年
に
新
潟
県
立
加
茂
農
林
高

等
学
校
長
を
最
後
に
退
職
し
た
と
こ
ろ
で
、

中
澤
氏
の
略
歴
を
閉
じ
て
い
た
。

中
澤
氏
の
母
校
で
も
あ
っ
た
加
茂
農
林
高

校
は
、
新
潟
県
内
の
伝
統
校
で
あ
っ
た
。
戦

前
は
静
岡
県
の
中
泉
農
学
校
、
愛
知
県
の
安

城
農
林
学
校
と
共
に
三
大
農
学
校
と
呼
ば
れ
、

全
国
か
ら
生
徒
を
集
め
て
い
た
。
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Peer Garden
中澤氏の写真の中に授業風景があった。化学の講座のようだ。
⽛食酢の構造⽜⽛(1)醸造の原理⽜と板書されている。

茗渓アルバム 茗渓創基150年記念事業

茗渓150年の思い出を紡ぎませんか？
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

新
潟
の
中
澤
で
す
。
先
日
は
、
お
電
話
を

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
早
速
で
す
が
、

写
真
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
不
用

の
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
貴
会
で
処
分

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。



学友と(右が中澤喜昌氏)

右から⚖人目が中澤氏。⚔年生は中澤氏一人である。
写真の裏に⽛芝浦工業に惜敗す⽜と記されていた。



⚒
月
⚓
日
、
小
俣
幸
嗣
氏
（
Ｓ
51
教
修
体
、

筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
お
手
紙
を
頂
戴

し
た
。

⽛
教
育
大
学
の
バ
ッ
ヂ
が
あ
り
ま
し
た
の

で
珍
し
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
お
送
り
し

ま
す
⽜
と
、
添
え
書
き
と
と
も
に
、
徽
章
が

二
個
同
封
さ
れ
て
い
た
。

二
個
の
徽
章
は
厚
い
台
紙
に
丁
寧
に
留
め

ら
れ
て
い
た
。

小
俣
氏
は
昭
和
49
年
に
卒
業（
教
大
武
道
）

し
て
い
る
。
昭
和
22
年
卒
の
中
澤
氏
と
は
四

半
世
紀
の
隔
た
り
が

あ
る
。

写
真
に
写
る
中
澤

氏
達
は
制
服
姿
で
あ

る
。
制
服
に
は
襟
章

が
み
え
る
。
制
帽
も

被
っ
て
い
た
だ
ろ
う

か
ら
帽
章
も
つ
け
て

い
た
に
違
い
な
い
。

学
生
が
制
服
を
日

常
的
に
着
用
し
て
い

た
時
代
は
い
つ
頃
ま

で
だ
ろ
う
。

昭
和
四
〇
年
代
、
制
服
学
帽
姿
の
学
生
に

代
わ
っ
て
、⽛
ア
イ
ビ
ー
ル
ッ
ク
⽜
が
流
行
り
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
纏
っ
た
学
生
が

キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
国
公
私
立
を
問
わ
ず
、
入
学

時
に
徽
章
を
購
入
す
る
学
生
は
多
く
、
東
教

大
で
も
生
協
で
購
入
す
る
新
入
生
の
姿
も
多

く
み
ら
れ
た
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
シ
ャ
ツ
に
徽

章
を
付
け
た
学
生
の
姿
も
あ
っ
た
。

昭
和
五
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
徽
章
を

つ
け
た
学
生
の
姿
は
少
な
く
な
っ
た
。
茗
渓

会
事
務
局
に
勤
務
す
る
筑
波
大
学
卒
業
生
に

訊
く
と
、⽛
売
店
に
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
が
購
入
し
て
い
な
い
⽜
と
返
答
し
て
き
た
。

徽
章
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
者
も
い
た
。

時
代
の
流
れ
と
い
う
べ
き
か
…
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この度、会員の皆様の⽛茗渓創基150年記念事業⽜への参加の一つのあり方として、皆様から茗渓
の流れに係る⽛思い出の品々⽜を寄贈していただく企画を実施しています。

⚑．ご寄贈いただく⽛思い出の品々⽜について
•⽛思い出の品々⽜につきましては、その内容の指定や限定はございません。
•ご提供頂く場合、品々に⽛簡単な説明⽜等を添えていただければ幸いです。

⚒．募集期間
•茗渓創基150年の年度（2022年度）の終わりまでとさせていただきます。

⚓．送り先
•画像ファイルの場合は、メールにて（peer@meikeiõorõjp）までお送りください。
•アルバムなど思い出の品々につきましては、大塚事務所までご送付ください。

⚔．ご寄贈いただいた⽛思い出の品々⽜の活用
•ご提供いただいたご寄贈の品々につきましては、⽝茗渓⽞Peer Gardenの中で、紹介させてい
ただきます。また、その一部は、⽝茗渓創基150年記念誌⽞（仮称）の資料として活用させてい
ただく場合もございます。
•その他の寄贈につきましては、茗渓会活動の中で広く活用させていただきます。

思い出の品々の寄贈(お願い) 茗渓創基150年記念事業

 

 





















































あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

貴
重
な
品
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。



現
在
、
筆
者
は
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本

医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
に
て
、

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬
関
係
の
創
薬

研
究
の
支
援
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

ウ
イ
ル
ス
、
抗
菌
薬
が
効
か
な
い
薬
剤
耐
性

菌
、
熱
帯
地
域
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
熱
帯

熱
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
な
ど
の
感
染
症
領

域
の
病
原
微
生
物
に
対
す
る
創
薬
研
究
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
日

本
は
、
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
現
状
を
読
者
の
皆
様
も
、
新

聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス

性
の
感
染
症
は
急
速
に
感
染
者
数
が
増
加
す

る
た
め
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
し
て
注
目
さ
れ

や
す
い
の
で
す
が
、
抗
菌
薬
の
効
か
な
い
薬

剤
耐
性
菌
の
問
題
は
、
サ
イ
レ
ン
ト
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ
、
じ
わ
じ
わ
と
真
綿
で

首
を
絞
め
る
よ
う
に
徐
々
に
我
々
の
生
活
を

脅
か
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
⚒
⚐
⚑
⚓
年
に
は

世
界
で
薬
剤
耐
性
菌
の
た
め
亡
く
な
っ
た
方

は
約
70
万
人
で
し
た
が
、
⚒
⚐
⚑
⚙
年
に
は

約
127
万
人
と
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
に
次
ぐ
規
模
で
、
年

間
死
亡
数
86
万
人
の
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
）
や
年
間
死
亡
数
64
万
人
の
マ

ラ
リ
ア
よ
り
も
多
い
数
字
に
な
り
ま
す

（Lancet2022;399:p629-55

）。

さ
ら
に
、
英
国
で
実
施
さ
れ
た
調
査
で
は
、

⚒
⚐
⚕
⚐
年
に
は
薬
剤
耐
性
菌
が
増
え
続
け
、

新
し
い
抗
菌
薬
が
開
発
さ
れ
な
け
れ
ば
、
約

一
千
万
人
の
死
者
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
数
は
、
癌
で
亡
く
な
る
死

亡
者
数
に
匹
敵
す
る
規
模
に
な
り
ま
す
（
図

⚑
）。ど

う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
薬
剤
耐
性
が
増
え

る
背
景
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
⚑
⚙
⚘
⚐
年
代
以
降
、
人
に
対
す
る
抗

菌
薬
の
不
適
切
な
使
用
等
を
背
景
と
し

て
、
病
院
内
を
中
心
に
新
た
な
薬
剤
耐

性
菌
が
増
加

②
先
進
国
に
お
け
る
主
な
死
因
が
感
染
症

か
ら
非
感
染
性
疾
患
へ
と
変
化
す
る
中

で
、
新
た
な
抗
菌
薬
の
開
発
は
減
少

③
国
外
に
お
い
て
は
、
多
剤
耐
性
・
超
多

剤
耐
性
結
核
（
抗
酸
菌
）、
耐
性
マ
ラ
リ

ア
等
が
世
界
的
に
拡
大

④
動
物
に
お
け
る
薬
剤
耐
性
菌
は
動
物
分

野
の
治
療
効
果
を
減
弱
さ
せ
る
ほ
か
、

畜
産
物
等
を
介
し
て
人
に
感
染
す
る
可

能
性

こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
か
ら
、
将
来
、

発
生
が
予
想
さ
れ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え

る
た
め
、
継
続
性
の
あ
る
抗
菌
薬
の
研
究
開

発
が
必
要
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
大
き

な
問
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
世
界
的
に
も
優
れ
た
抗
菌
薬
を
開
発
し

て
き
た
日
本
企
業
を
含
め
多
く
の
製
薬
企
業

が
、
事
業
性
、
創
薬
研
究
や
臨
床
開
発
の
困

難
さ
な
ど
の
理
由
か
ら
新
規
抗
菌
薬
の
研
究

開
発
か
ら
撤
退
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
薬
剤
耐
性
菌
に
有
効
な
抗
菌
薬
の
開
発

が
世
界
的
に
も
停
滞
し
て
き
て
い
ま
す
（
図

⚒
）。近

年
、
欧
米
を
中
心
に
こ
の
状
況
を
打
破

す
る
た
め
、
新
規
抗
菌
薬
の
研
究
開
発
を
促

進
す
る
た
め
の
施
作
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
促
進
策
（
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
）
の
効
果
も
あ
っ
て
米
国
で
は
新
規
抗

菌
薬
の
承
認
数
が
若
干
増
加
し
て
お
り
、
ま

た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
ま
と
め
た
世
界
の
抗
菌
薬
開
発

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
も
少
し
活
気
が
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
的
観
点
か
ら
優
先
順
位
が

高
く
な
い
感
染
症
疾
患
の
薬
剤
の
研
究
開
発

に
は
、
今
や
⽛
産
学
官
の
連
携
⽜
が
必
須
で

あ
り
、
こ
の
三
者
を
効
果
的
に
繋
ぎ
、
活
発

な
連
携
と
研
究
開
発
の
活
性
化
を
誘
導
す
る

た
め
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

プ
ル
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
研
究
開
発
費
用

支
援
等
）
及
び
、
プ
ル
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
市
場
や
需
要
形
成
支
援
等
）
が
、
研
究
開
発

の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
今
や
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
（
図
⚓
）。

筆
者
が
所
属
す
る
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｒ

の
対
策
に
必
要
と
さ
れ
る
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
、

迅
速
診
断
法
、
新
た
な
機
序
の
抗
菌
薬
な
ど

の
研
究
開
発
推
進
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
関
連
の
創
薬
研
究
を
活
性
化
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国
立
研
究
開
発
法
人

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

藤
江

昭
彦
（
83
年
農
林
学
類
卒
)

図⚑ 薬剤耐性(AMR)に起因する死亡者数の推定

図⚒ 日本・米国における抗菌薬開発数

⿒
抗
菌
薬
が
効
か
な
い

⽛
＊
薬
剤
耐
性（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）⽜が
拡
大
！



す
る
た
め
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
関
係
の
研
究
テ
ー
マ
の

支
援
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
産
学
官

の
連
携
に
よ
る
創
薬
研
究
開
発
の
活
性
化
の

た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
新
た
に
⽛
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
感
染
症
創
薬
産
学
官
連
絡
会
⽜
と
い
う
仕

組
み
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
本
年

二
月
に
⽛
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
感
染
症
創
薬
産
学
官
連

絡
会
⽜
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し
た

の
で
、
お
時
間
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
覗
い

て
み
て
く
だ
さ
い
（
図
⚔
）。

今
後
、
薬
剤
耐
性
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
と
い
う
言

葉
を
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
目
に
す
る
機

会
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
茗
渓
会
の
会
員
の
皆
様
も
、
こ
れ
を
機

会
に
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

◇
茗
渓
会
に
お
け
る
医
薬
品
及
び
関
連
業
界

関
係
者
の
交
流
に
つ
い
て
の
提
案

茗
渓
会
は
、
教
職
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
歴
史
も
あ
り
、
運
営
体
制
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
の
で
、
教
職
の
道
に
進
ま
れ

た
方
に
と
っ
て
は
と
て
も
頼
も
し
い
組
織
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
一
般

企
業
や
公
的
機
関
な
ど
に
就
職
し
た
者
に
と

っ
て
、
茗
渓
会
と
の
付
き
合
い
は
疎
遠
に
な

っ
て
し
ま
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

さ
ら
に
筑
波
大
学
に
は
、
薬
学
系
の
学
部

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
薬
品
及
び
関
連
業
界

の
関
係
者
は
、
東
京
教
育
大
学
も
含
め
る
と

大
勢
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
筆

者
の
経
験
上
、
同
業
者
の
方
た
ち
と
気
軽
に

交
流
で
き
る
場
や
機
会
は
少
な
い
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
筆
者
の
元
に
は
、
製
薬
企
業
の
勤

務
経
験
（
研
究
、
開
発
、
生
産
、
外
部
連
携
、

経
理
な
ど
）
の
あ
る
人
材
を
紹
介
し
て
欲
し

い
と
い
う
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
私
の
周
囲
に
は
大
学
時

代
の
先
輩
後
輩
や
元
勤
務
先
の
関
係
者
の
情

報
し
か
な
く
、
も
っ
と
広
く
同
業
他
社
の
方

に
気
軽
に
相
談
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

っ
た
ら
良
い
な
と
思
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
程
度
の
関
係
者
が
集
ま
れ
ば
、

勉
強
会
な
ど
も
開
催
で
き
、
有
益
な
情
報
交

換
の
場
に
発
展
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
筑
波
大
の
後
輩
に
も
、
製

薬
企
業
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
え
る
重
要
な

機
会
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
茗
渓
会
の
会
員
の
中
で
医
薬
品

及
び
関
連
業
界
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
、
勤

務
経
験
の
あ
る
方
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
が
あ
る

と
、
参
加
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
も
有
益
な
仕

組
み
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
、

賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
、
是
非
、
茗
渓
会
の

以
下
の
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
。

一
緒
に
こ
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

事
務
局

藤
江

昭
彦
(Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
)

塚
本

格
(武
田
薬
品
工
業
)
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＊
ミ
ニ
解
説
：
薬
剤
耐
性
(Ａ
Ｍ
Ｒ
)と
は
？

薬
剤
耐
性
は
、
英
語
で
は
A
nti-

m
icrobialResistanceと
い
い
、
Ａ
Ｍ
Ｒ

と
略
さ
れ
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
問
題
は
細
菌
、

ウ
イ
ル
ス
、
寄
生
虫
な
ど
幅
広
い
病
原
体

で
み
ら
れ
ま
す
が
、
80
年
代
以
降
、
細
菌

の
Ａ
Ｍ
Ｒ
が
社
会
的
に
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

細
菌
に
使
用
す
る
抗
微
生
物
薬
を
抗
菌

薬
（
抗
生
物
質
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
）
と
い
い
ま
す
。
抗
菌
薬
が
使
用
さ

れ
る
と
、
抗
菌
薬
の
効
く
菌
は
い
な
く
な

り
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
を
も
っ
た
細
菌
が
生
き
残
り

ま
す
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
を
も
っ
た
細
菌

は
体
内
で
増
殖
し
、
ヒ
ト
や
動
物
、
環
境

を
通
じ
て
世
間
に
広
が
り
ま
す
。

図⚓ 抗菌薬研究開発におけるプッシュ型とプル型インセンティブ

図⚔ AMED感染症創薬産学官連絡会(https://id3catalystõjp/apid)

交流の輪を広げませんか？
⿟他大学では薬学部同窓会等で情報交換をしていると聞き及
びます。筑波大学には薬学部はありませんが、医薬品及び
関連業界関係の方々が多くいらっしゃるようです。母校に
薬学部が無いということは逆に広く大きな輪になる可能性
もあります。交流の輪を広げませんか？
交流の輪に加われる方、関心のある方は、下記連絡先に
ご一報下さい。
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⿟
シ
リ
コ
ン
集
積
回
路
と
は

シ
リ
コ
ン
集
積
回
路
は
、
そ
の
中
に
大
量

の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
、
軽
く
て
安
く
作
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
そ
の
使

用
範
囲
が
拡
張
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
身
の

回
り
の
電
子
機
器
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
焼
き
付
け

技
術
の
応
用
に
よ
り
微
細
加
工
の
最
小
寸
法

は
、
開
発
当
初
よ
り
数
10
㎛
～
数
㎛
で
あ
り
、

デ
バ
イ
ス
が
10
世
代
ほ
ど
進
ん
で
、
も
は
や

数
nm
と
な
り
、
⚑
㎝
角
の
シ
リ
コ
ン
片
に
初

期
の
数
万
個
か
ら
技
術
革
新
に
よ
り
数
十
億

個
の
素
子
が
作
り
込
ま
れ
、
原
子
や
分
子
の

動
き
を
制
御
す
る
技
術
が
必
要
と
な
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、
多

く
の
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
採
用
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
短
期
間
に
こ
れ
ほ
ど
進
化
し
た
技

術
は
他
に
類
を
見
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
種
々
の
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
が
電

子
デ
ー
タ
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
牽
引

し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
、
人
間
が
数
十
年

を
要
し
た
デ
ー
タ
処
理
を
一
瞬
の
う
ち
に
処

理
す
る
速
度
ま
で
に
高
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
技
術
に
発
展
し
て
き
た
の
で
す
。

⿟
高
信
頼
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
と
は

シ
リ
コ
ン
集
積
回
路
の
特
徴
と
し
て
、
橋

や
ビ
ル
の
よ
う
に
作
り
始
め
た
ら
確
実
に
完

成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
数
nm
と
い
う
微
細

が
ゆ
え
に
、
必
ず
し
も
完
成
品
が
得
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

当
初
10
年
程
度
は
正
常
動
作
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
と
い
う
技
術
の
世
界
で
す
。

私
が
関
わ
っ
て
き
た
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
金
属

酸

化
物

半
導
体
）
型
Ｆ
Ｅ
Ｔ
（
電
界
効
果
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
）
を
用
い
た
シ
リ
コ
ン
基
板
表

面
の
集
積
回
路
で
は
、
シ
リ
コ
ン
酸
化
膜
、

つ
ま
り
ゲ
ー
ト
絶
縁
膜
の
信
頼
性
が
大
き
な

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
で
は
、
ゲ
ー
ト
電
極
に
電
圧

を
印
加
し
、
ゲ
ー
ト
絶
縁
膜
を
介
し
て
半
導

体
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
表
面
に
電
子
が
流
れ
る

通
り
道
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
ス
イ
ッ
チ
機

能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
電
圧
が
高

い
ほ
ど
電
子
の
通
り
道
は
太
く
な
り
、
集
積

回
路
動
作
が
速
く
な
り
、
計
算
速
度
も
速
く

な
り
、
性
能
が
上
が
る
の
で
す
。
ゲ
ー
ト
絶

縁
膜
に
か
か
る
絶
対
電
圧
は
数
Ｖ
と
低
い
も

の
の
、
電
界
と
し
て
は
数
百
万
Ｖ
／
㎝
に
も

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ゲ
ー
ト
絶
縁
膜
が
こ

の
高
電
界
に
耐
え
な
け
れ
ば
、
絶
縁
破
壊
し
、

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
は
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
絶
縁
膜
の
厚
さ
は
、
シ
リ

コ
ン
酸
化
膜
と
い
う
物
質
に
限
れ
ば
、
一
世

代
ご
と
に
0.7
倍
に
薄
く
な
り
、
40
nm
か
ら
⚓

nm
ま
で
薄
く
な
り
、
同
時
に
そ
の
欠
陥
密
度

も
⚑
／

⚒
ず
つ
減
少
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
が
発
明
さ

れ
て
以
来
、
シ
リ
コ
ン
酸
化
膜
SiO2の
信
頼

性
、
つ
ま
り
絶
縁
破
壊
欠
陥
等
を
排
除
し
、

完
成
品
率
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
続

け
ま
し
た
。
ち
な
み
に
⚓
nm
は
SiO2分
子
10

個
分
程
度
の
厚
さ
で
あ
り
、
原
子
的
な
不
純

物
や
欠
陥
が
問
わ
れ
る
所
以
で
す
。

⿟
シ
リ
コ
ン
酸
化
膜
の
信
頼
性
課
題
の

克
服

世
代
世
代
の
目
標
を
達
成
し
、
シ
リ
コ
ン

集
積
回
路
文
化
を
支
え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

世
代
ご
と
に
排
除
す
べ
き
欠
陥
は
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
当
初
か
ら
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

（
空
気
、
純
水
、
薬
品
、
白
衣
等
が
清
浄
作
業

空
間
仕
様
）
内
で
製
造
さ
れ
、
そ
の
清
浄
度

が
ど
ん
ど
ん
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
主
た
る
汚
染
源
で
あ
っ
た

作
業
者
（
人
間
）
は
、
製
造
過
程
で
そ
の
シ

リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
表
面
は
容
器
や
パ
ソ
コ
ン
を

通
し
て
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ク

リ
ー
ン
度
を
上
げ
る
に
は
、
先
の
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
内
で
使
用
す
る
種
々
の
材
料
お
よ
び

製
造
装
置
の
品
質
向
上
を
、
そ
の
関
連
企
業

の
絶
大
な
る
協
力
の
下
に
な
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
、
た
だ
清
浄
度
を
上
げ
る
こ
と

に
血
道
を
上
げ
て
目
標
を
達
成
し
て
い
っ
た

か
と
い
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
世
代
と
と
も
に
、
欠
陥
に
対
す

る
精
度
の
高
い
理
解
と
制
御
技
術
の
構
築
が

求
め
ら
れ
た
の
で
す
。⽛
正
し
い
現
象
理
解

が
技
術
開
発
を
促
進
す
る
。⽜
を
地
で
行
っ

た
の
で
す
。

⿟
製
造
プ
ロ
セ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

高
度
に
制
御
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で

形
成
さ
れ
た
SiO2膜
は
、
優
れ
た
均
質
性
と

安
定
性
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
単
独
に
存
在

す
る
も
の
で
は
な
く
、
シ
リ
コ
ン
基
板
表
面

に
形
成
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
電
極
が
形
成
さ
れ
て

初
め
て
、
そ
の
機
能
を
発
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
微
細
加
工
を
実
現
す
る
有
力
な
プ
ロ

セ
ス
技
術
と
し
て
、
ド
ラ
イ
エ
ッ
チ
ン
グ
、

さ
ら
に
は
反
応
性
イ
オ
ン
エ
ッ
チ
ン
グ
法
が

採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
微
細
化
に
目
を
向

け
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
思
わ
ぬ
罠
に
は
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
オ
ン
と
い
う
荷
電
粒

子
を
用
い
た
こ
と
で
、
チ
ャ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が

あ
る
こ
と
が
見
逃
さ
れ
た
の
で
す
。
ゲ
ー
ト

電
極
加
工
時
に
、
ゲ
ー
ト
酸
化
膜
の
絶
縁
破

壊
を
も
た
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

正
に
プ
ロ
セ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
つ

ま
り
個
々
の
プ
ロ
セ
ス
は
互
い
に
強
く
影
響

し
あ
う
こ
と
を
証
拠
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
チ
ャ
ー
ジ
ア
ッ
プ
抑
制
が
、
ド
ラ
イ

プ
ロ
セ
ス
自
体
の
信
頼
性
項
目
と
し
て
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
リ
コ
ン
単
結
晶
基
板
の
表
面
を

⚑
⚐
⚐
⚐
℃
の
高
温
で
酸
化
し
て
シ
リ
コ
ン

酸
化
膜
と
す
る
こ
と
か
ら
、
種
々
の
形
で
シ

リ
コ
ン
基
板
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
ま
ず
、
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進
化
す
る
極
薄
ゲ
ー
ト
シ
リ
コ
ン

酸
化
膜
を
目
指
し
て

筑
波
大
学
応
用
理
工
学
類

数
理
物
質
科
学
研
究
科

山
部
紀
久
夫

誌
上
講
座
⽛
知
の
提
供
⽜

コ
ロ
ナ
禍
と
並
行
し
て
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
急
加
速
に
よ
り
、
半
導
体
技
術
が
再
度

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
自
身

が
携
わ
っ
て
き
た
シ
リ
コ
ン
集
積
回
路
に

お
け
る
極
薄
ゲ
ー
ト
絶
縁
膜
技
術
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。



明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
単
結
晶
育
成
時
に
シ

リ
コ
ン
結
晶
内
部
に
発
生
し
た
欠
陥
で
し
た
。

そ
れ
は
大
き
さ
0.1
㎛
程
度
の
大
き
さ
で
、
シ

リ
コ
ン
表
面
に
⚑
㎠
当
た
り
⚑
個
以
下
の
密

度
で
し
か
発
生
せ
ず
、
光
学
顕
微
鏡
の
分
解

能
以
下
の
大
き
さ
で
あ
り
、
電
子
顕
微
鏡
で

見
出
す
に
は
、
個
数
が
少
な
過
ぎ
て
、
な
か

な
か
観
測
視
野
に
入
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

そ
の
存
在
と
電
気
的
特
性
と
の
相
関
を
見
出

す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
し

か
し
、
加
速
試
験
に
よ
り
密
度
を
増
加
さ
せ

た
り
、
統
計
的
相
関
性
を
明
ら
か
に
し
た
り

し
て
、
SiO2欠
陥
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
周

知
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
主
た
る
原
因
が
わ
か
っ
て
も
、

制
御
し
排
除
す
る
こ
と
は
相
当
に
困
難
で
し

た
。
そ
の
欠
陥
と
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
シ

リ
コ
ン
結
晶
中
の
微
細
孔
（
空
洞
）
が
表
面

に
出
現
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
排
除
す
る

た
め
に
は
、
シ
リ
コ
ン
結
晶
中
の
空
格
子
点

の
熱
力
学
的
な
挙
動
を
理
解
し
、
導
き
出
さ

れ
る
対
策
を
考
案
し
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
実

験
と
解
析
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
、
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
の
高
温
熱
処
理
が
排

除
に
有
効
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
行
う

と
別
の
問
題
が
表
面
化
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
研
究
所
・
事
業
部
・
関
連
会

社
が
協
力
し
合
っ
て
も
実
用
レ
ベ
ル
で
の
解

決
に
、
お
よ
そ
10
年
を
要
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
技
術
開
発
に
よ
り
、
外
因
性

の
欠
陥
に
つ
い
て
は
概
ね
抑
制
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

⿟
酸
化
応
力
と
膜
厚
の
均
一
性

プ
ロ
セ
ス
技
術
が
進
化
し
、
高
品
質
化
し
、

信
頼
性
に
も
余
裕
（
マ
ー
ジ
ン
）
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
と
、
性
能
向
上
に
、
そ
の
マ
ー

ジ
ン
は
食
わ
れ
て
し
ま
い
、
新
た
な
課
題
が

生
じ
る
と
い
う
繰
り
返
し
で
し
た
。
つ
ぎ
に
、

表
面
化
し
た
現
象
は
、
素
子
の
高
密
度
化
に

対
応
す
べ
く
考
案
さ
れ
た
デ
バ
イ
ス
構
造
の

三
次
元
化
で
し
た
。
従
来
は
平
坦
な
シ
リ
コ

ン
表
面
に
作
成
さ
れ
て
い
た
デ
バ
イ
ス
構
造

が
、
シ
リ
コ
ン
単
結
晶
表
面
に
形
成
さ
れ
た

立
体
構
造
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
シ
リ
コ
ン
の
熱
酸
化

の
原
子
論
的
現
象
理
解
に
基
づ
く
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
熱
酸
化
時
は
、

雰
囲
気
中
の
酸
化
剤
が
既
存
酸
化
膜
中
を
拡

散
し
、
界
面
で
新
し
い
酸
化
膜
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に

体
積
が
増
加
し
、
Si/SiO2界
面
に
大
き
な

応
力
が
発
生
し
、
そ
の
後
の
酸
化
の
進
行
を

妨
げ
る
こ
と
で
、
シ
リ
コ
ン
表
面
に
角
が
あ

る
と
膜
厚
が
極
端
に
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
、

電
気
的
特
性
が
弱
体
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
角
の
形
状
に
丸
み

を
持
た
せ
る
こ
と
が
有
効
策
で
あ
る
こ
と
が

実
験
的
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
物

理
的
な
成
果
と
し
て
、
界
面
に
発
生
し
た
酸

化
応
力
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

後
さ
ら
に
微
細
化
さ
れ
た
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
で
の
構
造
制
御
お
よ
び
シ
リ
コ
ン
酸
化
膜

の
高
信
頼
化
に
重
要
な
現
象
と
し
て
引
き
継

が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
記
プ
ロ
セ
ス
中
の
汚
染
や
シ
リ
コ
ン
基

板
中
の
欠
陥
が
排
除
さ
れ
た
後
に
表
面
化
し

た
現
象
は
、
極
薄
膜
（
厚
さ
10
nm
以
下
）
で

の
原
子
論
的
な
不
均
一
さ
で
す
。
シ
リ
コ
ン

ウ
エ
ハ
表
面
は
鏡
面
に
研
磨
さ
れ
、
一
見
極

め
て
平
坦
に
見
え
ま
す
が
、
原
子
的
に
は
凹

凸
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
表
面
を
熱
酸
化
し
て
も
均
一
な
膜

厚
は
得
ら
れ
ず
、
局
所
的
に
原
子
レ
ベ
ル
の

厚
薄
が
生
じ
、
絶
縁
破
壊
寿
命
に
バ
ラ
ツ
キ

が
生
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
実

験
的
に
原
子
的
に
平
坦
な
シ
リ
コ
ン
面
を
作

成
し
て
も
、
熱
酸
化
時
に
原
子
的
な
厚
薄
は

生
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
数

nm
厚
の
シ
リ
コ
ン
酸
化
膜
の
信
頼
性
確
保

が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

⿟
な
ぜ
絶
縁
破
壊
す
る
の
か
？

実
用
化
技
術
の
開
発
の
一
方
で
、⽛
な
ぜ

絶
縁
破
壊
す
る
の
か
？
⽜
と
い
う
疑
問
の
解

明
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
絶

縁
破
壊
そ
の
も
の
は
、
絶
縁
膜
中
の
欠
陥
で

発
生
す
る
局
所
的
で
急
激
な
ジ
ュ
ー
ル
熱
の

上
昇
に
よ
る
上
下
電
極
の
溶
融
に
よ
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
欠
陥
の
な

い
領
域
で
は
ど
う
な
の
か
？

数
百
万
Ｖ
／

㎝
と
い
う
高
電
界
が
か
け
ら
れ
る
と
、
シ
リ

コ
ン
酸
化
膜
に
も
主
に
電
子
電
流
が
流
れ
込

み
ま
す
。
膜
中
の
電
子
は
電
界
で
加
速
さ
れ
、

膜
中
の
Si
と
Ｏ
原
子
の
結
合
を
攻
撃
し
、
切

断
し
、
結
合
欠
陥
を
生
じ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
伝

搬
し
、
経
時
劣
化
を
起
こ
し
、
つ
い
に
は
絶

縁
破
壊
に
至
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
経
時
劣
化
後
の
絶
縁
破
壊
に
至
る
ま
で

の
時
間
が
絶
縁
膜
に
お
け
る
信
頼
性
寿
命
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
薄
い
箇
所
で
は
電

界
が
強
く
、
よ
り
電
子
の
攻
撃
が
強
く
な
り
、

破
壊
し
や
す
い
箇
所
と
な
り
、
信
頼
性
寿
命

が
短
く
な
り
ま
す
。

SiO2に
見
切
り
を
つ
け
、
新
し
い
物
質
の

探
索
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
、
数
十
年
が

経
過
し
、
一
部
の
集
積
回
路
で
は
代
替
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
様
の
課
題
は
継
続

し
て
い
ま
す
。

翻
っ
て
、
理
想
の
絶
縁
膜
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
と
、
こ
の
信
頼
性
寿
命
が
長
い
、

極
端
に
言
え
ば
、
絶
縁
破
壊
に
至
ら
な
い
と

い
う
絶
縁
膜
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
電

界
加
速
さ
れ
た
電
子
に
よ
る
Si
と
Ｏ
原
子
の

結
合
の
攻
撃
・
切
断
が
信
頼
性
劣
化
の
基
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、

電
子
を
加
速
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
切
断
さ

れ
な
い
結
合
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、⽛
素
子
の
性
能
を
高
め
つ
つ
、
こ
れ
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
⽜、
そ
れ

が
課
題
で
す
。
絶
縁
膜
の
物
質
が
変
化
し
て

も
、
SiO2膜
で
の
精
度
の
高
い
理
解
は
通
用

し
、
絶
縁
膜
技
術
の
さ
ら
な
る
進
化
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
限
界
ま
で
達
し
た
と

き
、
プ
ロ
セ
ス
技
術
だ
け
で
な
く
、
デ
バ
イ

ス
あ
る
い
は
設
計
技
術
等
を
含
め
た
総
合
技

術
と
し
て
の
進
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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郡
司

丈
児

小
池

一
郎

小
池

菊
子

小
池

嘉
紀

小
泉

順
子

小
泉

淑
子

小
板
橋
又
久

香
西

新
五

向
坂

嘉
一

合
田

浩
之

高
野

貫
行

小
暮

初
枝

小
島

和
雄

小
嶋

五
郎

越
山

彰

梢

勇

小
玉

芳
敬

後
藤

潔

後
藤

恒
顕

後
藤

幸
生

小
成

幸
男

小
畠

正
徳

小
林

彗
歩

小
林
佳
奈
子

小
林

秀
樹

小
林

浩
行

小
林

正
之

小
林

靖
典

小
原

孝
男

駒
ヶ
嶺
正
芳

小
松

昭
夫

小
松

由
美

小
松
原
哲
郎

五
味
田

優

小
室

正
善

小
山

哲
夫

小
山

浩

古
渡

宏

金

節
男

今

春
敏

近
藤

暘
司

近
藤

良
享

今
野

輝
子

齋
藤

英
一

齋
藤

健
司

斎
藤

興
哉

齋
藤

隆

齋
藤

隆

齋
藤

俊
希

斉
藤

昇

斎
藤

正
晴

齋
藤

光
政

齋
藤

裕
一

佐
伯
年
詩
雄

三
枝

清
一

酒
井

徹

境

英
俊

酒
井

均

酒
井

勝
隆

酒
井

政
美

酒
井

美
和

榊
原

武
雄

坂
根

和
志

坂
本

一

坂
本

弘

相
良

勇
三

崎
田

功

﨑
山

万
平

佐
久
間
み
ゆ
き

佐
々
木
武
人

佐
竹

眞
義

佐
藤

悦
郎

佐
藤

邦
彦

佐
藤

功

佐
藤

忍

佐
藤

順
一

佐
藤

千
春

佐
藤

智
美

佐
藤

成
明

佐
藤

宣
践

佐
藤

有

佐
藤

勇
二

佐
藤

幸
廣

佐
藤

旨
位

真
田

久

佐
貫

武
一

佐
俣

純

猿
橋

薫

澤
田

哲

澤
村

省
逸

三
戸

一
嘉

塩
川

昌
宏

四
家

武
彦

重
藤

辰
治

信
澤

晃

篠
原

昭
雄

柴

是
行

柴
川

明
子

柴
田

淳

柴
田
恵
美
子

柴
田

浩
直

柴
野

由
紀

渋
沢

仁
司

渋
谷

貞
夫

澁
谷

達
明

澁
谷

久

志
甫

英
一

島
田

和
生

嶋
田

完
治

島
田

三
男

島
谷

弘
幸

清
水

俊
幸

清
水

保
善

下
山
田
芳
子

庄
司
佳
帆
里

荘
司

隆
一

白
井

護

白
岩

豊

白
田

佳
子

進
邦

睦
夫

菅
野

光
裕

菅
原

謙

杉
田

基
之

杉
原

孝
治

杉
原

安

杉
村

健

杉
村

暢
一

杉
森

公
一

杉
山

昭
彦

杉
山

浩
一

須
郷

榮
司

鈴
木

章
方

鈴
木

英
全

鈴
木

一
弘

鈴
木

健

鈴
木

孝
純

鈴
木

英
雄

鈴
木

等

鈴
木

泰
全

鈴
木

康
弘

鈴
木

勇
作

鈴
木

陸
男

炭
竈

建
夫

住
谷

雅
仁

清
田

安
孝

瀬
尾

文
昌

関

伸
夫

関
口

和
敏

関
谷

晴
隆

瀬
倉

清
助

瀬
藤

康
夫

芹
澤

久
光

仙
波

操

染
谷

宣
弘

染
谷

信
洋

高
井

信
一

髙
井

将
行

高
岡

正
幸

髙
田

和
夫

髙
田

博
志

髙
津
戸
哲
也

髙
梨

民
雄

髙
根

信
明

鷹
野

誠
三

髙
野

惣
一

髙
野
大
二
郎

髙
野
だ
い
わ

高
野

力

髙
野

義
幸

髙
橋

明
子

髙
橋

克
俊

高
橋

建
志

髙
橋

繁

髙
橋

修
治

髙
橋

巴

高
橋

信
雄

髙
橋

誠

高
橋

道
子

髙
橋

縁

高
林

豊
人

髙
原

將

髙
松

薫

田
上

修

髙
村

祐
一

髙
森

秀
蔵

武
井

秀
一

武
井

崔
良

竹
内

章

武
内
あ
や
子

竹
内

克
彦

竹
内

雅
也

武
隈

晃

武
田

和
正

竹
信

武

竹
原

功

竹
原

尚
子

竹
村

克
己

竹
村

恭
一

多
湖

実
松

田
近

広
生

田
澤

直
人

田
瀬

則
雄

多
田

英
俊

多
田

宏
司

只
野

完
二

建
部

淳

立
山

雅
博

田
中

新

田
中

修

田
中

正
造

田
中

信
一

田
中

誠
一

田
中

千
穂

田
中

紀
彦

田
中

秀
夫

田
中
真
樹
子

田
中

正
吉

田
中

守

田
中

實

田
中

睦
夫

棚
橋

是
之

田
邊

敦
郎

谷

素
子

谷
口

顕
房

谷
口

康
雄

種
田

一
夫

田
畑

武
正

田
渕

哲

田
淵

英
樹

玉
井

済
夫

田
村

智
子

田
村

正
義

田
村
雄
一
郎

知
念

孝

千
葉

徹

塚
越

克
己

土
﨑
祐
一
郎

土
屋

道
生

筒
井

將
隆

都
竹

淳
也

露
木

廸
孟

鶴

浩
司

鶴
岡

信
良

靏
間

満
生

出
張

吉
訓

寺
澤

昌
子

寺
澤

優

寺
田

光
孝

寺
中

平
治

寺
本

新
輔

土
肥

篤
史

土
井

進

土
井

春
夫

土
井

浩
信

戸
井
田
克
己

東
城

幸
彦

徳
田

安
伸

徳
永

澄
憲

戸
田

正
久

杤
堀

申
二

友
野

武
男

外
山

孝

鳥
居

吉
二

内
藤

雄
志

直
井

誠

永
井

邦
治

中
川

昭

中
川
千
枝
子

中
川

隆
治

長
坂

邦
彦

仲
沢

市
夫

中
澤

利
幸

中
澤

斉

永
澤

正
好

中
島

敏
治

中
島

光
廣

永
島

惇
正

中
條

幸
博

長
瀬

和
雄

長
瀬

要
石

永
田

公
子

中
根

一
明

中
野

憲
二

中
野

千
賀

長
野

武
夫

中
村

穎
司

中
村
伸
一
郎

中
村

民
雄

中
村

伸
夫

中
村

文
武

中
村

正
賢

中
村

幹
夫

中
村

光
宏

中
村

優
哉

中
村

祥
子

中
森

由
美

中
山

家
久

中
山

慶
一

中
山

貞
夫

中
山

守

中
山

道
則

中
山

雄
一

梨
本

雄
三

那
須

正
子

鍋
島

一
仁

奈
良

昭
男

成
瀬

睦
子

成
島

哲
也

難
波

龍
也

西

穣
司

西
上

勝
博

西
川

綾
子

西
川

佳
代

西
川

英
雄

西
川

大
照

西
川

素
子

錦
織

雅
道

西
田

克
己

西
田

靖

西
原

大
輔

西
村

重
郎

西
山

弘
子

西
山

博
之

西
脇

保
幸

沼
田

治

沼
野

邦
彦

根
市

均

根
立

俊
樹

根
本

乾
一

野
口

裕
之

野
口

道
子

野
澤

久
人

野
沢

豊

野
島

浩
司

野
尻

明
敬

野
々
村

卓

野
々
村

博

野
村

良
和

萩
庭

勝
之

萩
原

昌
明

橋
本

直
美

長
谷
川
聖
修

長
谷
川

茂

長
谷
川
洋
行

秦

恵
美
子

畑
野

智
司

花
實

龍
堂

羽
石

昌
信

馬
場

公
光

濱

照
長

浜
崎

一
夫

浜
田

英
一

濱
田

浩
嗣

浜
名

恵
美

早
川

源
一

林

忠

林

美
嗣

原

悦
子

原

誠
五

原

正

原

美
子

原
田

隆
康

春
山

賢
男

坂

佳
奈
子

東

勇
介

東
島

敏
隆

樋
川

治

樋
口

京
子

樋
口

尚
文

土
方
多
美
枝

日
髙

武
雄

日
髙

宏

日
比
野
文
一

平
賀

徹

平
川

信
夫

平
下

賢
治

平
田

治

平
田

章
一

平
田

四
郎

平
野

幸
久

平
本

幸
三

蛭
田

政
弘

廣
川
雄
一
郎

廣
田

法
秋

廣
田

則
夫

福
岡

一
雄

福
島

浩
一

福
島

荘
二

福
島

正
幸

福
田

成
康

福
田

正
義

福
本

修
二

福
本

昇

藤
井

興
一

藤
井

英
嘉

藤
江

美
奈

藤
川

剛

伏
木

康

藤
田

圭
子

藤
田

弘
美

藤
田

治
幸

藤
本

愛
子

藤
本

昌
男

藤
本

嘉
彦

藤
原

一
宏

藤
原

邦
有

船
越

三
鶴

古
川

進

古
河

通
也

古
瀬

範
雄

古
戸

完

北
條

宏

星

勉

細
田

幸
一

堀
田

雅
男

本
多

光
男

本
田

保
喜

本
名

俊
正

前
田

茂
雅

前
田

裕
明

前
田

嘉
昭

前
畑

幸
成

前
原

泰
弘

槇
本

寛

巻
山

圭
一

真
砂

芳
夫

増
井

洋
介

升
川

清
則

増
田

達
男

増
田

力

増
田

知
幸

増
原

光
彦

升
山

義
弘

松
井

恭

松
井

康
成

松
浦

悟

松
尾

和
彦

松
坂

浩
一

松
澤

宏
明

松
澤
裕
太
郎

松
下

一
弘

松
下

振
也

松
田

和
典

松
田

敬
志

松
村

光
輝

松
本

秀
範

松
本

正
人

松
雪

誉

丸
岡

文
雄

丸
山

洋

三
澤

義
一

三
島

次
郎

水
江

彰
一

水
嶋

克
義

水
城

忠
明

水
野

雅
章

水
間

正
雄

水
村

光
一

溝
口

繁
美

御
園

敦

三
田
健
二
郎

三
井

新
一

三
矢

勝
己

湊

勉

南
山

直
輝

三
保

和
彦

宮
尾

徹

宮
川

俊
平
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宮
地

宏
征

宮
下

重
敬

宮
嶋

孝
也

宮
田

智
史

宮
野

祥
雄

宮
原

孝
雄

宮
本

功
一

宮
本

学

宮
本

佳
典

三
輪
華
江
子

武
藤

直
人

村
上

厚
生

村
上

直
子

村
杉

幸
子

村
瀬

欽
也

村
田

和
繁

村
田

茂

村
田

幹
雄

室
生

晃
年

室
岡

和
彦

目
等

聡

持
丸

晴
久

茂
木

義
久

本
木

幹
雄

本
山

輝
幸

元
吉

正
典

百
瀬

明
宏

森

明
彦

森

昭
三

森

敏
郎

森

正
信

森

吉
則

森
岡

裕
策

盛
田

邦
義

守
橋

健
二

森
本

義
信

守
谷

昌
久

森
谷

峰
雄

森
山

朝
正

諸
我
伊
左
緒

諸
星

政
義

矢
﨑

昭
子

矢
﨑

和
雄

安
ヶ
平

浩

安
田

恭
一

安
野

昇

矢
田

博
美

八
代

勉

八
ッ
田
利
幸

谷
中

隆

柳

久
美
子

矢
野
健
太
郎

矢
野

正
人

矢
作

洋

藪
野

英
次

矢
部
榮
五
郎

山
岡

裕
一

山
形

東
道

山
岸

徳
治

山
口

直
行

山
口

勇
人

山
口
松
太
郎

山
口

陽
子

山
﨑

哲
彦

山
田

辰
明

山
田

龍
也

山
田

将
之

山
本

栄
一

山
元

俊
一

山
本

眞
一

山
本

伸
弘

山
本

義
明

結
城

正
斉

湯
原

克
夫

弓
場

興
嗣

與
語

靖
洋

横
田

武
夫

吉
井
宏
一
郎

吉
江

森
男

吉
澤

敏
武

吉
添

裕
明

吉
田

潤

吉
田

仁

吉
田

次
男

吉
田

道
行

吉
田

泰
将

吉
田

祐
子

吉
村

剛

與
田

康
子

若
井
広
太
郎

若
菜

省
吾

若
林

一
民

若
本

尊
光

脇
田

健
治

和
家

寛
治

鷲
塚
美
弥
子

輪
島

幸
治

和
田

征
士

和
田

強

渡
邉

功

渡
辺

幸
次

渡
部
光
太
朗

渡
部

聡

渡
邉

悟

渡
部

清
二

渡
辺

隆
明

渡
邉

考
経

渡
辺

久

渡
邉

正
三

渡
辺

好
明

渡
邉

渡

有
志
故
手
島
昇

ほ
か

北
海
道
茗
渓
会

茨
城
茗
渓
会

学
校
法
人

茗
溪
学
園

(五
十
音
順
･敬称

略
)

記
念
誌
の
こ
と

季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
春
号
を
飾
る
の
は
、⽛
茗

渓
創
基
150
年
記
念
誌
⽜
の
表
紙
で
す
。

表
紙
は
、
二
人
の
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の

ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
構
成
は
西
川
潔
氏

（
Ｓ
46
教
修
教
）、
題
字
は
中
村
伸
夫
氏
（
Ｓ

57
筑
修
芸
）
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

150
年
記
念
誌
の
概
要
は
、
Ｂ
⚕
判
、
約
600

頁
で
、
師
範
学
校
を
創
基
と
す
る
母
校
の
流

れ
と
茗
渓
会
の
現
在
ま
で
の
足
跡
、
地
域
組

織
等
の
歩
み
、
そ
し
て
資
料
編
と
い
う
構
成

で
す
。

こ
れ
ま
で
、
季
刊
誌
上
に
て
、
そ
の
一
部

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
内
容
の
雰
囲
気
は
感
じ
取
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。

150
年
記
念
誌
は
500
部
の
限
定
発
行
と
し
、

予
約
申
込
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
左
記
宛
に
、
ご
予
約
下
さ
い
。

Peer@
m
eikei.or.jp

な
お
、
Ｈ
Ｐ
や
申
込
用
紙
で
も
予
約
可
能

と
な
る
よ
う
に
、
工
夫
い
た
し
ま
す
。

⑴
150
年
記
念
誌
は
八
千
円
に
て
頒
布
し

ま
す
。

⑵
但
し
、
三
万
円
以
上
の
寄
付
者
に
は

無
償
に
て
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

記
念
品
の
こ
と

今
年
の
季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
正
月
号
の
表
紙

に
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
品
（
扇
子
）
の
写

真
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
同
窓
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
頂
き
ま
し
た
。
お
問
い
合
わ

せ
は
同
窓
が
経
営
す
る
製
造
元
に
ま
で
及
び
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
の
主
な
も
の
は
、
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。

⿟
式
典
に
は
参
加
で
き
な
い
が
有
償
で
譲

っ
て
も
ら
え
な
い
か
？

⿟
式
典
の
参
加
費
は
払
う
か
ら
譲
っ
て
も

ら
え
な
い
か
？

⿟
ど
う
し
た
ら
譲
っ
て
も
ら
え
る
の
か
？

お
問
合
せ
を
頂
い
た
折
に
、
季
刊
誌
⽝
茗

溪
⽞
春
号
で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
お
伝

え
し
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
お
応
え
し
ま
す
。

茗
渓
創
基
150
年
記
念
品
（
扇
子
）
は
、
以

下
の
い
ず
れ
か
の
方
に
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

⑴
茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
に
ご
寄
付

（
五
千
円
以
上
）
を
さ
れ
た
方

⑵
茗
渓
創
基
150
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

に
参
加
（
参
加
費
五
千
円
）
さ
れ
た
方

⿝
寄
付
の
仕
方
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

同
封
の
⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
申
込

書
⽜
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
茗
渓
会

事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

お
支
払
方
法
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

寄
付
銘
板
の
こ
と

⚓
月
30
日
(水
)、
寄
付
銘
板
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
銘
板
に
は
⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念

に
際
し
て
多
額
の
御
芳
志
を
頂
戴
し
た
方
の

ご
芳
名
を
記
し
、
感
謝
の
念
を
永
年
に
遺
し

ま
す
⽜
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
額
の
御
芳

志
と
は
、
四
万
円
以
上
を
指
し
、
現
在
、
187

名
（
掲
載
承
諾
者
の
み
）
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。315

名
枠
で
す
か
ら
枠
の
余
裕
は
あ
り
ま
す
。

新
規
に⽛
多
額
の
御
芳
志
を
頂
戴
し
た
⽜方
々

の
名
札
は
順
次
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
期
間
は
ま
だ
ま
だ
充
分
あ
り
ま
す
の

で
、
さ
ら
な
る
ご
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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⽝
世
界
観
光
事
情
ま
ち
歩
き
の
楽
し
み
⽞

著

者
：
秋
山
秀
一
（
50
教
大
院
修
地
理
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

全
⚑
⚙
⚖
頁

発

行

所
：
新
典
社

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚙
月
⚑
日

今
年
、
古
希
を
迎
え
た
。
い
ま
ま
で
に
、
国
内
各
地
、
そ

れ
に
、
海
外
の
い
ろ
い
ろ
な
国
を
訪
ね
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し

ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
国
と
地
域
は
、
90
カ
所
。

海
外
へ
の
旅
も
200
回
を
超
え
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

旅
は
、
出
会
い
、
発
見
、
感
動
。
旅
に
出
る
と
、
毎
回
、
何

か
し
ら
、⽛
へ
ー
、
そ
う
な
ん
だ
⽜
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
が
、
ま
た
、
楽
し
い
。
ま
だ
、
旅
の
途
中
で
あ
る
。

ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所
が
発
行
す
る
月
刊
誌
⽝
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
ク
エ
ア
⽞
に
執
筆
中
の
⽛
旅
の
達
人
が
見
た

世
界

観
光
事
情
⽜
の
な
か
か
ら
、
世
界
各
地
35
の
旅
の
話
が
、
こ

の
本
に
な
っ
た
。

写
真
も
、
す
べ
て
、
ぼ
く
が
撮
っ
た
も
の
。
こ
の
本
を
読

み
、⽛
ま
ち
歩
き
の
楽
し
さ
⽜
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸

い
で
あ
る
。

⽛
は
じ
め
に
⽜
よ
り

著 書 紹 介


⽝
大
き
な
森
の
ミ
ク
ロ
な
世
界
⽞

森
を
陰
か
ら
支
配
す
る
菌
類
の
は
な
し

著

者
：
金
子

繁
（
41
年
教
大
農
）

本
の
大
き
さ
：
Ｂ
⚕
判

全
⚒
⚒
⚑
頁

発

行

所
：
近
代
出
版

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚑
年
⚒
月
⚑
日

森
の
成
り
立
ち
に
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
菌
類
、
特
に
そ
の
な
か
で
も
人
の
目
に
ふ
れ
る
機
会
が
少

な
い
寄
生
菌
類
の
仲
間
と
森
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
般
の

方
々
に
も
少
し
で
も
目
を
向
け
て
も
ら
え
た
ら
と
願
い
、
老

い
た
頭
で
執
筆
に
と
り
か
か
っ
た
。

こ
の
本
に
と
り
あ
げ
た
北
八
ヶ
岳
の
縞
枯
山
を
初
め
て
見

た
の
は
、
高
校
⚒
年
の
時
だ
っ
た
。
そ
の
頃
在
学
し
て
い
た

高
校
山
岳
部
の
春
山
合
宿
で
、
Ｏ
Ｂ
に
連
れ
ら
れ
て
八
ヶ
岳

を
南
か
ら
北
へ
テ
ン
ト
を
担
い
で
縦
走
し
た
。
針
葉
樹
の
森

の
な
か
に
見
た
、
不
思
議
な
縞
模
様
は
、
な
ぜ
か
心
に
残
っ

た
。
そ
れ
か
ら
何
十
年
か
の
ち
に
、
こ
の
成
因
を
探
ろ
う
と

若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ろ
う
と
は
、
そ

の
時
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

⽛
あ
と
が
き
⽜
よ
り

⽝
Ｄ
Ｉ
Ｙ
Ｖ
ｅ
ｇ
ｅ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
⽞

週
末
農
業
を
楽
し
む
都
会
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

著

者
：
野
口
道
子
（
01
年
筑
一
自
・
03
筑
修
理
）

本
の
大
き
さ
：
Ｂ
⚖
判

全
⚑
⚗
⚐
頁

発

行

所
：
(株
)幻
冬
舎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚑
月
12
日

平
日
、
都
心
部
で
働
く
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
で
合
理
化
さ
れ
た
都
市
機
能
は
不
可
欠
だ
。
一
方
、

休
日
は
郊
外
に
出
向
い
て
自
然
と
触
れ
合
う
時
間
が
欲
し
い
。

海
で
も
、
山
で
も
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
も
何
で
も
い

い
の
だ
が
、
ふ
と
思
い
つ
い
た
の
が
⽛
野
菜
作
り
⽜。
思
い
立

っ
た
が
吉
日
、
早
速
圃
場
を
借
り
て
野
菜
を
作
り
始
め
た
。

そ
し
て
待
っ
て
い
た
の
は
…

真
夏
の
炎
天
下
で
の
草
取
り
、
台
風
に
よ
る
被
害
の
後
始

末
、
積
雪
や
霜
の
冷
害
に
よ
る
作
物
の
全
滅
、
面
倒
く
さ
い

種
蒔
き
…

⽛
あ
～
、
な
ん
で
自
分
は
こ
ん
な
こ
と
を
始
め
て
し
ま
っ

た
の
だ
！

野
菜
作
り
は
仕
事
で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
や
め

て
し
ま
え
！
⽜
と
思
う
ハ
メ
に
。

⽛
ま
え
が
き
⽜
よ
り



筑
波
大
学
Vision
2030
を
公
表

⽛
筑
波
大
学
V
ision
2030⽜
は
、
⚒
⚐
⚓
⚐

年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、⽛
GLO
BA
L

T
RU
ST
⽜
の
創
出
に
向
け
て
、
本
学
が
一

丸
と
な
っ
て
目
指
す
べ
き
大
学
の
姿
と
そ
の

実
現
に
向
け
た
戦
略
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
教
職
員
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ス

タ
イ
ル
で
作
成
さ
れ
た
原
案
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。

本
学
は
、
従
来
の
延
長
線
上
の
考
え
方
が

通
用
し
な
い
こ
れ
か
ら
の
複
雑
な
社
会
で
は
、

信
頼
、
と
り
わ
け
、
互
い
に
委
ね
る
こ
と
が

で
き
る
⽛
真
の
信
頼
⽜
が
す
べ
て
の
活
動
の

基
盤
に
な
る
と
考
え
、
個
人
と
個
人
、
個
人

と
組
織
あ
る
い
は
社
会
、
さ
ら
に
は
、
社
会

と
社
会
、
組
織
と
組
織
、
国
と
国
ま
で
を
含

め
た
信
頼
関
係
を
⽛
GLO
BA
L
T
RU
ST
⽜

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
開
か
れ
た
大
学
、
教
育
、
研

究
、
社
会
と
の
共
創
、
の
⚔
つ
の
V
isionを
、

重
点
戦
略
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
互
い
に

交
差
さ
せ
な
が
ら
実
現
し
、
よ
り
高
度
な
も

の
へ
昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
、⽛
GLO
BA
L

T
RU
ST
⽜
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

⽛
Japan
VirtualC
am
pus

（
JV-C
am
pus）⽜
を
開
始

本
学
で
は
、
文
部
科
学
省
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
（
以
下
⽛
Ｓ
Ｇ

Ｕ
⽜）
に
よ
る
大
学
の
国
際
化
促
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
形
成
支
援
と
し
て
⽛
全
日
本
版
の
国
際

的
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Japan
V
irtualCam
pus（
JV
-Cam
pus）⽜

を
開
発
し
、
⚓
月
10
日
よ
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
113
大
学
が
参
加
し
て
お
り
、

①
各
機
関
が
独
自
に
運
営
す
る
⽛
個
別
機
関

Ｂ
ｏ
ｘ
⽜
と
、
②
受
講
側
お
よ
び
提
供
側
の
ニ

ー
ズ
に
基
づ
き
、
複
数
機
関
が
連
携
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
る
⽛
戦
略
的
パ
ッ
ケ
ー

ジ
Ｂ
ｏ
ｘ
⽜
の
⚒
つ
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

JV
-Cam
pusは
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
M
oodle

で
構
築
さ
れ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

形
式
に
対
応
し
て
お
り
、
海
外
か
ら
の
利
用

も
可
能
で
す
。
同
時
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
・
大

学
の
国
際
化
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
展
開
さ

れ
る
、
国
内
外
の
人
材
流
動
性
の
向
上
や
国

際
的
人
材
育
成
に
資
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
語
学
・

文
化
教
育
、
就
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
、

国
際
活
動
に
貢
献
す
る
教
職
員
育
成
な
ど
）

を
、
大
学
間
連
携
の
も
と
で
幅
広
く
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ハ
イ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
が
文
部
科
学
省
の

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
認
定

筑
波
大
学
体
育
系
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ハ
イ
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
（
征

矢
英
昭
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、
令
和
⚔
年
度
か

ら
の
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点⽛
拠
点
名
：

人
の
活
力
・
健
康
を
増
進
す
る
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ハ
イ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
先
端
研
究
拠

点
⽜
と
し
て
文
部
科
学
省
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
分
野

と
し
て
初
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

本
拠
点
は
、
身
心
の
活
力
の
最
適
化
（
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
ハ
イ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
：
Ｈ

Ｈ
Ｐ
）
に
向
け
た
持
続
性
の
あ
る
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
開
発
に
加
え
、

情
報
医
工
学
に
よ
る
体
工
医
融
合
型
の
次
世

代
Ｈ
Ｈ
Ｐ
科
学
の
共
同
利
用
・
研
究
を
推
進

し
、
心
・
体
・
技
⚓
部
門
を
縦
横
し
た
世
界

レ
ベ
ル
の
未
踏
事
業
を
創
出
で
き
る
基
盤
を

整
備
す
る
こ
と
で
⽛
人
と
社
会
の
活
力
低
下

問
題
⽜
の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。
人
の
身
心
の
活
力
低
下
問
題
の
解
決

は
政
府
が
掲
げ
る
⽛
健
康
長
寿
社
会
⽜
の
実

現
に
不
可
欠
で
あ
り
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
フ
の
定
着
の
低
迷
へ
の
対
処
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
誰
も
が
日
々
の
生
活
の
中

で
楽
し
く
継
続
し
て
で
き
る
運
動
や
環
境
条

件
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
が
身
心
の
健
康
と
活

力
を
最
適
化
す
る
効
果
と
そ
の
機
構
に
つ
い

て
、
関
連
分
野
が
結
集
し
て
徹
底
解
明
す
る

集
学
的
研
究
と
、
そ
れ
を
現
場
に
繋
げ
る
橋

渡
し
研
究
を
両
立
さ
せ
る
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

研
究
体
制
が
必
要
で
す
。
本
拠
点
が
備
え
る

最
先
端
研
究
設
備
を
全
国
の
研
究
者
と
共
同

利
用
し
、
基
礎
領
域
や
産
学
官
ら
と
の
共
同

研
究
を
推
進
す
る
こ
と
で
関
連
領
域
か
ら
の

認
知
が
広
が
り
、
新
た
な
視
点
で
様
々
な
機

関
と
の
実
質
的
連
携
が
可
能
と
な
り
、
新
学

術
領
域
創
出
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

認
定
の
有
効
期
間
は
令
和
⚔
年
⚔
月
⚑
日

か
ら
令
和
10
年
⚓
月
31
日
ま
で
で
す
。

第
18
回
（
令
和
3
(2
0
2
1
)年
度
）

日
本
学
術
振
興
会
賞

医
学
医
療
系
の
山
﨑
聡
教
授
は
、
第
18

回
（
令
和
⚓
年
度
）
日
本
学
術
振
興
会
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
研

究
業
績
は
⽛
造
血
幹
細
胞
の
生
体
外
に
お
け

る
増
幅
法
の
確
立
⽜
で
す
。

日
本
学
術
振
興
会
賞
は
、
我
が
国
の
学
術

研
究
の
水
準
を
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
お

い
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
創
造
性
に
富

み
優
れ
た
研
究
能
力
を
有
す
る
若
手
研
究
者

を
早
い
段
階
か
ら
顕
彰
し
、
そ
の
研
究
意
欲

を
高
め
、
研
究
の
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
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筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

左
か
ら
、
加
藤
和
彦
副
学
長
、
永
田
学
長
、

山
崎
教
授
、
和
田
副
学
長
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阿
江

美
恵
子

阿
江

通
良

青
田

雅
樹

赤
川

彰
彦

朝
賀

博
美

有
吉

正
博

安
蔵

復
也

池
川

敏
幸

池
谷

尚
剛

諫
山

邦
子

石
嶋

靜
一

石
原

麻
理
恵

石
山

宣
浩

石
渡

和
実

井
田

洋
一

板
持

頼
好

板
本

正
夫

市
村

操
一

出
井

善
次

今
枝

恒
雄

入
江

康
平

岩
井

尚
龍

岩
崎

美
和
子

岩
田

芳
子

岩
村

雅
朗

岩
本

克
也

上
原

一
明

植
原

吉
朗

上
松

豊

氏
原

悦
子

江
田

昌
佑

大
川

豊

大
河
内

信
之

大
下

専
一

太
田

初
美

大
谷

早
百
合

大
西

真
果

大
貫

宏
憲

岡

明
彦

岡

武
志

岡
田

一
郎

尾
形

敬
史

小
栗

洋

尾
崎

士
郎

小
沼

賢
治

小
野
満

禎
子

梶
田

研

桂
本

尚
樹

加
藤

信
哉

加
藤

誠
一

加
藤

俊
宏

金
尾

一
郎

釜
下

晃

神
島

達
郎

川
田

孝
一

川
端

昭
夫

川
村

泰
史

川
本

太
郎

川
本

徹

日
下
部

公
昭

草
薙

進
郎

国
井

宏
一

久
保
田

孔
炳

倉
橋

裕
紀
子

小
池

一
郎

河
野

文
隆

後
藤

恒
顕

小
橋
川

久
光

小
林

喬

今

春
敏

西
郷

正
道

齋
藤

隆

坂
入

浩

阪
本

孝
男

笹
川

和
輝

佐
々
木

次
雄

佐
藤

健

佐
藤

千
春

佐
藤

豊
実

佐
藤

宣
践

三
戸

範
之

品
川

久

篠
澤

卓
也

柴
田

恵
美
子

島
谷

弘
幸

白
井

通
義

菅
原

謙

鈴
木

司

鈴
木

奈
保
子

鈴
木

基
史

関
口

荘
次

瀬
藤

康
夫

高
岡

正
幸

高
田

雅
博

高
谷

恭
弘

鷹
野

誠
三

髙
野

だ
い
わ

髙
橋

縁

田
上

修

髙
村

祐
一

竹
信

武

立
田

佐
武
朗

田
中

富
雄

田
中

昌
直

田
中

守

田
中

良
和

種
田

一
夫

田
淵

英
樹

千
輝

克
忠

手
塚

章

照
井

貴
子

土
井

春
夫

遠
山

秀
史

土
橋

弥
生

鳥
谷
部

國
男

内
藤

郁
芳

永
井

吉
人

長
尾

圭
子

中
川

一
彦

中
川

雅
史

中
島

耕
士

中
塚

義
実

中
西

祺
周

中
村

伸
夫

中
山

慶
一

中
山

芳
典

夏
目

幸
一
郎

奈
良

隆

二
谷

貞
夫

仁
藤

伸
昌

沼
田

治

野
中

不
二
男

野
々
村

博

野
村

良
和

花
井

宣
明

馬
場

茂

原
田

隆
康

原
田

拓
二

原
田

満
彦

東

勇
介

檜
山

克
美

平
岡

亮

福
島

正
幸

藤
家

昭
和

藤
本

昌
男

藤
原

克
之

前
田

茂
雅

前
畑

幸
成

増
原

光
彦

松
澤

一
弘

溝
口

繁
美

三
宅

玲
子

宮
崎

洋
子

宮
本

義
久

村
井

正

村
上

健
治

村
上

直
子

村
田

正
文

望
月

眞

森
下

功

安
ケ
平

浩

安
永

真
澄
子

八
代

勉

山
浦

正
孝

山
口

香
織

山
口

忠
彦

山
口

松
太
郎

山
村

知
子

結
城

勝
夫

吉
田

紀
之

渡
邉

浩
之

(五
十
音
順
･敬
称
略
)

⽛茗渓フェロー⽜の募集要項

既に会費を完納した会員の皆さまに呼びかけて⽛茗

渓フェロー⽜として、皆さまからの寄付をしていただ

き、今後の茗渓会の運営に寄与していただくことを目

的といたします。

⚑ 寄付金 ⚑口 2,000円／年間

⚒ 支払い方法 口数の選択 ⚑口以上

郵便局窓口またはATMから送金してください。

会員番号は必ず記入してください。

(お送りした封筒の宛名に記載してある⚘桁の

番号）

クレジットカードでのお支払いもできます。詳

細は事務局までお問い合わせください。

⚓ 季刊誌⽝茗渓⽞誌上にお名前を掲載いたします。

⚔ 納入口数に応じて、記念品を贈呈しております。

⽝茗渓フェロー⽞ご協力のお願い

茗渓会が新法人としてさらに発展・進化していくた

めに、東京教育大学等前身諸学校から筑波大学にわた

る多様な世代を結び、教育界だけでなく広く実業界に

活躍する卒業生との地域・職域をこえた連携を強化す

ることを目的として、会費完納会員を対象として創設

された⽛茗渓フェロー⽜は、これまでに多数の方から

のご協力をいただきました。誠にありがとうございま

した。

完納会員の皆さまには、35年間にわたり茗渓会への

ご支援をいただき、これまで本会を支えていただきま

したことは、誠に感謝に堪えません。

茗渓会は筑波大学や在学生、さらに新しい卒業生に、

一層の支援をすることは勿論ですが、本会の老・壮・

青の力を集めて大きく発展することを期しています。

そのためにも、皆さまには本年度もご協力をお願い申

し上げる次第でございます。



コ
ロ
ナ
対
応

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
受
け
、
⚑
都
⚔
県
を
通
学
範
囲
と
し
、

ま
た
約
200
名
の
寮
生
を
有
す
る
本
校
は
、
⚑

月
24
日
～
⚒
月
25
日
を
在
宅
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
期
間
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
登
校
し

た
い
生
徒
は
登
校
で
き
る
自
由
登
校
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
と
し
ま
し
た
（
⚓
月
11
日
ま
で
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
柔
軟
に
、
か
つ
有
効
に

利
用
し
な
が
ら
感
染
対
策
を
行
い
、
生
徒
達

の
学
び
を
止
め
な
い
、
と
い
う
基
本
姿
勢
で

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
態
勢

で
授
業
確
保
に
万
全
を
尽
く
し
運
営
し
て
ま

い
り
ま
す
。

第
41
回
卒
業
式

第
41
回
卒
業
式
が
⚓
月
⚕
日
本
校
体
育
館

に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

感
染
対
策
の
た
め
に
、
卒
業
生
と
保
護
者

に
参
列
者
を
限
定
し
、
時
間
短
縮
な
ど
の
対

応
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
年
の
よ

う
に
厳
粛

な
雰
囲
気

の
も
と
、

269
名
の
卒

業
生
の
旅

立
ち
を
祝

う
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
卒
業

生
総
数
は
、

⚙
⚔
⚘
⚖

名
と
な
り

ま
し
た
。

長
期
留
学
生
19
名
入
学

本
校
は
⚒
⚐
⚒
⚕
年
で
高
校
生
の
⚕
％

（
約
40
名
）、
⚒
⚐
⚓
⚐
年
で
高
校
生
の
10
％

（
約
80
名
）
を
留
学
生
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
⚒
⚐
⚒
⚐
年

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
が
、
過
去
⚒
年
間
、
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
て
、

長
期
留
学
生
は
⚒
名
し
か
入
国
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
⚓
月
か
ら
入
国
が
緩
和
さ

れ
、
⚔
月
に
は
⚒
年
間
ま
た
は
⚓
年
間
を
本

校
で
学
び
、
日
本
ま
た
は
海
外
大
学
へ
の
進

学
希
望
を
も
つ
長
期
留
学
生
が
19
名
入
学
し

ま
し
た
。
⚙
月
以
降
の
入
学
が
決
ま
っ
て
い

る
者
も
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
中
に
30
名
を

超
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の

留
学
生
は
全
員
、
寮
に
滞
在
し
て
本
校
生
徒

と
共
に
寮
で
暮
ら
し
、
共
に
学
び
ま
す
。
Ｉ

Ｂ
ク
ラ
ス
に
も
初
め
て
⚒
名
の
留
学
生
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
校
を
特
徴
づ

け
る
国
際
色
豊
か
な
教
育
活
動
が
さ
ら
に
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

海
外
大
学
進
学
実
績

こ
の
春
の
海
外
大
学
合
格
状
況
は
、
⚓
月

18
日
時
点
で
82
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
現
時
点
で
全
国
の
高
校
で
⚒
番
目
に
多

い
数
で
す
。
合
格
大
学
の
中
に
は
、
ト
ロ
ン

ト
大
学
（
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
18
位
）、
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
（
同
ラ
ン

キ
ン
グ
18
位
・
⚒
名
）
な
ど
、
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
の
上
位
校
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Group
ofeightと
言
わ

れ
る
大
学
の
全
て
に
合
格
し
て
い
ま
す
。

20
名
前
後
で
推
移
し
て
い
た
Ｉ
Ｂ
ク
ラ
ス

の
生
徒
数
で
し
た
が
、
⚒
⚐
⚒
⚒
年
度
の
高

校
⚑
年
生
（
プ
レ
Ｉ
Ｂ
課
程
）
は
40
名
を
超

え
る
数
と
な
り
ま
し
た
。
海
外
大
学
に
進
学

を
す
る
生
徒
は
、
今
後
益
々
増
え
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｂ
ク
ラ
ス
へ

の
入
学
を
目
的
と
し
た
留
学
生
も
増
え
る
と

見
て
い
ま
す
（
英
語
Ｉ
Ｂ
科
目
を
増
や
し
、

留
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校
に
な
る
よ

う
に
し
た
）。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
発
表
会
･個
人
課
題
研
究
発
表
会

⚓
月
15
日
、
高
校
⚒
年
生
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ

発
表
会
、
個
人
課
題
研
究
発
表
会
が
本
校
校

舎
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
筑
波
大
学

講
堂
な
ど
を
お
借
り
し
て
の
開
催
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
に
、

規
模
を
縮
小
し
て
校
内
で
の
ポ
ス
タ
ー
発
表

と
し
ま
し
た
。
筑
波
大
学
か
ら
も
複
数
の
先

生
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
生
徒
へ
の
助
言
、

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
及
び
個
人
課
題
研
究

の
目
的
は
、
学
習
に
よ
り
得
た
複
数
の
知
識

を
連
結
・
接
続
し
て
磨
き
上
げ
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
職
に
就
い
て

も
、
力
強
く
生
き
て
行
く
こ
と
の
で
き
る
逞

し
い
⽛
知
性
⽜
を
育
む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
こ
の
⚓
月
で
第
Ⅱ
期
⚕
年
目
を

終
え
ま
す
。
こ
の
五
年
間
の
研
究
開
発
を

経
て
、
今

後
の
方
向

性
と
し
て

は
⽛
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ

ー
⽜と⽛
創

造
的
思
考

力
⽜
の
獲

得
を
テ
ー

マ
と
し
て

い
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流

こ
の
⚒
年
間
、
海
外
へ
の
渡
航
が
出
来
な

い
環
境
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
積
極
的

に
海
外
姉
妹
校
と
の
活
動
を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

台
湾

昨
年
⚖
月
か
ら
今
年
⚓
月
ま
で
継
続

的
に
実
施
。
国
立
台
中
女
子
高
級
中
学
応

用
科
学
コ
ー
ス
と
、
本
校
科
学
部
物
理
班

と
の
学
術
交
流
会
。
主
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
用
い
た
研
究
発
表
会
。
両
校
の
共
同

研
究
へ
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

タ
イ

昨
年
⚗
月
12
・
13
日
実
施
。
王
立
チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
付
属
高
校
と
、⽛
日

本
語
で
つ
な
が
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽜。

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
付
属
高
校
で
日
本

語
を
学
習
す
る
生
徒
に
対
し
て
、
本
校
中

高
生
が
日
本
語
で
の
会
話
練
習
の
相
手
と

な
り
、
交
流
を
深
め
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

昨
年
10
月
20
日
実
施
。
プ

ラ
デ
ィ
ー
タ
デ
ィ
ル
ガ
ン
タ
ラ
高
校（
Ｉ

Ｂ
校
で
学
年
500
人
が
全
員
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
専

攻
）と
本
校
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
コ
ー
ス
⚑
年
次（
本

校
高
校
⚒
年
）
が
⽛
知
の
理
論
⽜
で
合
同

授
業
を
行
っ
た
。

タ
イ

今
年
⚒
月
⚙
日
、
第
⚒
回
国
際
サ
イ

エ
ン
ス
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
実
施
。
タ
イ
の
プ
ラ

サ
ー
ミ
ッ
ト
大
学
付
属
高
校
と
サ
イ
エ
ン

ス
（
自
然
科
学
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究

発
表
会
を
実
施
。
タ
イ
・
タ
マ
サ
ッ
ト
大

学
及
び
筑
波
大
学
の
教
授
に
よ
る
基
調
講

演
と
、
両
校
が
サ
イ
エ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に

し
た
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

台
湾

国
立
嘉
義
高
級
中
学
と
本
校
科
学
部

生
物
班
が
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

究
発
表
会
を
す
る
計
画
。
⚕
月
、
⚗
月
に

オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
発
表
会
実
施
に
向
け
て

準
備
中
。

23

茗
溪
学
園
だ
よ
り

証書授与。校長からの手渡しは代表者のみと
し、他は呼名とした（時間短縮のため）。

発表に聞き入るのは、テーマを決めたばか
りの高校⚑年生。参考にしたい先輩の発表
を聞くために教室を渡り歩く。
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

追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・地域・
逝去年月日・続き柄・遺族氏名



桑島 武士 19農教 茨城 R3. 6. 8 長男 桑島 徹

長谷川 茂 20農教 千葉 R2. 7. 6 妻 長谷川幸子

大津 高 22臨生 山形 R3.12.17 長男 大津 芳

中澤 喜昌 22農教 新潟 R3. 6.19 長男 中澤 芳樹

鈴木富士雄 23体専 千葉 R3. 3.15 妻 鈴木 弥生

伊藤 哲郎 27大倫 東京 R3.11. 1 妻 伊藤 渥子

安部 善雄 25農教 東京 R4. 3. 1 妻 安部 桂子

甲斐平八郎 25農教 神奈川 R4. 2.26 妻 甲斐 文江

寺西 信彦 28教大絵 埼玉 R3. 8.14 次女 八児 晶子

長谷川弘之 28教大東史 東京 R3.12.12 妻 長谷川亨代

下河原五郎 30院修植 神奈川 R3.12.21 長男 下河原 敦

小林 繁 30教大化 神奈川 R3.12.23 長男 小林 学

伊東 俊子 31教大東史 千葉 R3. 7.27 夫 伊東 博明

櫻井 敬造 31教大西史 静岡 R3.10.14 妻 櫻井眞理子

髙橋 紀子 31教大体 秋田 R4. 1.19 長女 髙橋 美紀

田中 穂積 31教大体 東京 R4. 1.18 長男 田中 一穂

木下 義啓 32教大農 埼玉 R3. 5.19 妻 木下 正子

今村 浩明 38院修教 千葉 R3. 6. 9 妻 今村 玲子

榊原雄太郎 38院博地鉱 東京 R3.12. 1 妻 榊原 絢子

上嶋 実 35教大体 千葉 R3. 2. 8 妻 上嶋 明子

色川 恒夫 36教大教 宮城 R4. 1.18 妻 色川 玲子

三宅 章介 38教大健 北海道 R3. 5.16 妻 三宅 蘭子

渡部 秀一 44教大漢 東京 R4. 1.20 妻 渡部 優子

石井 嘉子 55筑二比 千葉 R4. 1. 4 夫 石井 和徳

鈴木 徹也 58筑一自 埼玉 R3. 8.22 妻 鈴木 紀子

松浦 孝治 58筑一自 大阪 R3. 8.29 妻 松浦 薫子

⽝
続
・
岐
点
の
軌
跡老

い
て
な
お
岐
点
あ
り
⽞

著

者
：
北
原
保
雄
(35
年
教
大
国
・
41
年
院
修
日
文
)

本
の
大
き
さ
：
四
六
判
⚕
⚙
⚒
頁
上
製

発

行

所
：
勉
誠
出
版

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚓
月
25
日

私
は
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
平
成
23
年
(⚒
⚐
⚑
⚑
)に
、

一
世
紀
の
⚔
分
の
⚓
に
当
る
長
き
歳
月
を
生
き
て
き
た
の
を
一
区

切
り
と
思
い
、わ
が
歩
み
き
し
道
を
振
り
返
っ
て
、⽝
岐
点
の
軌
跡
⽞

と
題
す
る
拙
著
を
刊
行
し
た
。
…

…
し
か
し
、
そ
れ
以
後
も
、
大
き
な
岐
点
は
い
く
つ
も
現
れ
た
。

そ
の
時
々
に
は
、
自
分
な
り
に
慎
重
に
考
え
、
懸
命
に
選
択
す
る

こ
と
に
精
一
杯
で
、
そ
の
⽛
軌
跡
⽜
を
辿
っ
て
み
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
、
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
潟
産
業
大
学
の

学
長
を
退
任
し
、
新
潟
県
柏
崎
市
と
茨
城
県
取
手
市
と
の
二
重
生

活
か
ら
解
放
さ
れ
、
時
間
的
に
若
干
の
余
裕
が
増
え
、
過
去
を
客

観
的
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、⽝
岐
点
の
軌

跡
⽞
の
続
篇
を
綴
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
元
気
が
出
て
き
た
。
…

⽛
は
じ
め
に
⽜
よ
り
抜
粋

著 書 紹 介
































































広

報

訂

正

前
号
（
令
和
⚔
年
正
月
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
⚗
⽛
令
和
⚓
年
度
教
職
相
談
窓
口
一
覧
⽜27

番
〈
大
阪
〉

（
正
）
戸
井
田
克
己

昭
59
筑
二
比

事
務
局
長

近
畿
大
学
教
授

（
誤
）
岡
村
多
加
志

昭
55
筑
一
自

代
議
員

府
立
生
野
高
等
学
校
校
長

Ｐ
⚙
⽛
謹
賀
新
年
⽜
西
川
綾
子
理
事
下
段

（
正
）（
前
）
水
戸
市
植
物
公
園
園
長

（
誤
）（
元
）
水
戸
植
物
園
長

Ｐ
20
⽛
茗
渓
ア
ル
バ
ム
⽜
下
段
⚕
行
目

（
正
）
庄
原
実
業
高
校

（
誤
）
荏
原
実
業
高
校

Ｐ
26
⽛
令
和
⚓
年
度
秋
の
叙
勲
⽜
14
行
目

瑞
宝
小
綬
章

（
正
）
西
村
宗
一
郎

51
教
大
植

（
誤
）
西
村
宗
一
郎

41
教
大
体

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
⚔
月
号
を
同
封
し
ま
す

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
⚔
月
号
を
今
年
も
同
封
致
し
ま
す
。
筑

波
大
学
新
聞
に
は
筑
波
大
学
の
様
子
を
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

卒
業
予
定
学
生
の
就
職
活
動
に
ご
支
援
を

来
春
卒
業
予
定
の
筑
波
大
学
生
の
た
め
に
、
諸
先
輩
の
ご

指
導
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
］
筑
波
大
学
学
生
部
就
職
課

企
業
・
団
体
関
係

(⚐
⚒
⚙
）・
⚘
⚕
⚓
・
⚖
⚐
⚐
⚑

教
員
・
公
務
員
関
係

(⚐
⚒
⚙
）・
⚘
⚕
⚓
・
⚒
⚒
⚔
⚙

▽
茗
渓
会
事
務
局

大
塚
事
務
所

室
岡

和
彦
（
所
長
・
局
長
代
理
）

會
田

芳
光
（
財
政
・
局
長
代
理
）

大
根
田

裕
（
支
部
・
局
長
代
理
）

埜
渡
真
紀
子
（
局
長
補
佐
）

小
山

惠
子

花
上

克
宏

前
田

三
郎

筑
波
事
務
所

室
岡

和
彦
（
所
長
・
局
長
代
理
）

瀧
下

芳
彦
（
所
長
代
理
）

野
崎

芳
恵

宮
本

靖
子

立
山

雅
博
（
顧
問
）

25

編
集
後
記

本
号
も
茗
溪
創
基
150
年
特
集
と
し
ま
し
た
。
記
念
式
典

は
収
束
し
き
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
予
定
さ
れ
て
い
た

⚔
月
29
日
か
ら
⚗
月
⚙
日
の
定
時
総
会
と
の
同
時
開
催
へ

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
開
催
要
領
を
掲
載
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
追
悼
の
つ
ど
い
、

同
じ
く
11
月
に
永
眠
さ
れ
た
当
会
理
事
で
あ
ら
れ
た
河
本

武
氏
の
追
悼
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

茗
渓
会
館
の
⚕
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
に
茗
溪
創
基
150

年
記
念
寄
付
銘
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
お
近
く
に
来
ら

れ
た
折
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
)

表
紙
の
言
葉

茗
渓
会
事
務
局

今
月
の
表
紙
写
真
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
19
の
⽛
記
念
誌
・

記
念
品
・
寄
付
銘
板
の
こ
と
⽜
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

若
林

榮

47
教
大
理
療
教

(栃

木
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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令
和
⚓
年
秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(追
記
敬
称
略
)

令
和
⚔
年
⚔
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(5876)4338

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)4501

取締役専務執行役員 ೂ岡 祥之(昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 􎜁􎜁􎜁􎜁体育専門学郡2004年卒 􎜑􎜑􎜑􎜑

株式会社 阿部兄弟建築事務所
平成26年度東京ワークライフバランス認定企業

http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人(昭和57筑基工)
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

    https://www.fxc.jp/
当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

みんなに笑顔をお届けします｡

代表取締役
社 長 田 中 修(昭54筑農林)

〒028-3309 岩手県紫波郡紫波町北日詰字城内85-1
TEL：019(676)4121 FAX：019(676)4464
http : //www.i-c-koubou.co.jp

本 社 〒557-0063
大阪市西成区南津守7-15-16

TEL 06‒6652‒8000 FAX 06‒6652‒8894
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筑波大学生 ・ 卒業生 ・ 関係者の皆様だけに贈る

ご優待特典
選べる特典 ( 下記より 1 つ選択 )
1 費用総額 ( 税サ別 ) より５％OFF
2 オリジナル衣裳レンタルプレゼント

池袋駅から約 5 分 ・ 東京駅から約 10 分。
東京メトロ丸ノ内線 「茗荷谷」 駅から徒歩約 1 分。

問い合わせメールアドレス：info@kanobi-meikeikan.com

TEL ：

〒112-0012　東京都文京区大塚 1-5-23
HP：http://www.kanobi-meikeikan.com/ 営業時間：11：00 ～ 21：00

Wedding
Party&Meeting

結婚式・結納・フォト 宴会・同窓会・会議

嘉ノ雅 茗渓館
館内 MAP

ご婚礼

お食事

挙式会場

カフェハルテラス
フロント ・ クローク

バンケット
イベントホール

貸衣装サロン
茗渓写真スタジオ

コンベンションホール
個室

ID:@enc2843s

Restaurant&Cafe
ランチ・カフェ・ディナー

03-5319-1890

定休日：不定休※要問合せ

皆様にご安心してご利用頂くため当館では下記に取り組んでおります。

ご飲食合計 ( 税サ別 ) より 10％OFF

【店舗対応】
■スタッフのマスク着用 ・ 検温 ・ 手指消毒　■備品消毒　■消毒液 ・ うがい液 ・ 空気清浄機設置
■換気　■ソーシャルディスタンス席配置　■パーテーションの設置　■マスク入れの配布

【お客様対応】
■問診シートのご記入 ( 婚礼、 大規模な宴会 ・ 会議の場合 )　■マスク着用 ・ 検温 ・ 手指消毒

▼LINE友達募集中▼▼HP▼

嘉ノ雅茗渓館の感染症対策

3 東京湾クルージング 2ｈ＆乾杯ドリンク





東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所

茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ別）　￥4,100～￥ 6,000

シングルＡ（バス・トイレ付）　￥5,500～￥  8,000

ツイン　　（バス・トイレ付）　￥9,800～￥12,800

朝食バイキング ￥1,200→￥     880

大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東 京 都 新 宿 区 新 宿 6 - 3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606

3  
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代表取締役　塚本　育子



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆�寮のある学校です�
　海外からの外国人留学生も生活しています

◆�国際バカロレア IBDP課程認定校です
◆ �「知識」「体験」「考え方」�
　――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です
◆多くの海外姉妹校があり、交流が盛んな学校です

2022年度公開行事
5月28日（土）　第１回学園説明会

（オンライン）
6月3日（金）、4日（土）

桐創祭（文化祭）
6月18日（土）　海外生帰国生説明会

（オンライン）
詳細については、本学園ホームページでご
確認ください


